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は じ め に

昭和61年 度は,前 年度に引続いて継続する研究が多く,と くに特別研究

の3件 はそれぞれのテーマに沿った独 自の研究が続けられた。

一方,こ の年度から発足したものに,政 府開発援助(0.D.A)関 係経費

として文化庁が要求し,当 研究所の特別研究費として認められた 「敦焼文

化財保存修復に関する調査研究」がある。 本件は日中文化交流に関する政

府間協議において合意を見たものであるが,日 中共同で敦煙文化財の保存

方法を考究するため,本 年11月 第1同 訪中団を派遣 し,今 後の研究の進め

方等について意見交換を行ったものである。

また,第10回 目を迎えた「文化財の保存及び修復に関する研究のための

国際研究集会」は,「アジアにおける仮面の芸能」をテーマとして,韓 国,東

南アジァ諸国等から7人 の発表者を迎え,3日 間にわたって熱心な討議を

展開した。

終 りに,本 年度末を迎えて,定 年退官する研究者などが相次ぎ,永 年研

究所の中核 として活躍された美術部、保存科学部,修 復技術部,情 報資料

部の四部長に加えて,昭 和53年 以来研究所長 としてその発展に尽力された

伊藤所長 も退職されることになった。研究所にとってかつてない大異動で

あるが,去 られる方がたの御努力に対して心からの敬意と謝意を表するも

のである。

II不063勾 三3刀

東京国立文化財研究所長

濱 田 隆
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1.沿 革

1.設 立 の経緯

東li:国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したが,そ の前身であ り母体 とな

った ものは,昭 和5年 に創設 された政府機 関の帝国美術 院附属美術 研究所 であ る。

このx術 研究所 は,大 正13年7月,帝 国 〕さ術院長r爵 故黒川消輝 の遺言 によ り美術

奨 励事業のために寄付出掲 した資金で遺言執行人が選択 決定 した事業である。すなわ

ち遺 言執行 人代表伯爵樺 山愛輔 は,故 子爵の遺 志に したがって この資金で行 うぺ き事

黙の選定を伯爵牧野 伸顕 に一一rr:した。牧野仙爵は帝国美術院長福原 錬二郎及 び東京美

術学校長正木直彦 とはかつて諸方面の意見 を徴 し,ま た,我 が国美術研究 の必要 に照

ら して次の事業を行 うことと した。

(1)美 術 に関す る基礎 的調査研 究機関 と して美術研究所を設ける こと。

② 黒田子爵の作品を陳列 して同子爵の功績 を記念す ること。

㈲ 前二項の 目的を達 するために適 当な建物 を造営す ること。

(4)事 業成立の上は一切 これ を政府 に寄附す ること。

2.年 代別重要事項

昭和 元 年12月 前記の事業を遂行す るため委員会が設備 され,東 京美術 学校長正木

直彦が委 員長 に就任 し,美 術研究所事業 につい ては東 京美術学校教授矢 代幸雄,黒

田子爵作 品陳列 については東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和 田英

作 ・同藤島武二及 び大給近湾,建 築造営 については東京美術学校 教授岡田信一郎,

会計事務 については遺言執行人打 川伝 吉を各委 員として事務 を分掌進行 させた。

昭 和2年2月 美術研究所準備事業 を開始 した。

同 年10月 東 京市上野公園内に 鉄筋 コ ンク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積

1,192㎡ の建物1棟 を起工 した(本館)。

同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所開 設のため必要な備品 ・図

書 ・写真等の研究資料 を設備 し,ま た,館 内 に黒 田子爵記念電を設け,同 子爵の作
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品 を陳列 した。

同4年5刀 遺 言執行人代表者樺山愛輔 は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切 の外 に

金15万 円をそえて帝 国美術院 長に寄附 を願 い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 によ り帝国美術院 に 附属美術研究所が 置かれ,東 京美

術 学校正木直彦 が同研究所 の主事に補せ られた。

同 年10月17日 美術研究所 開所 式を挙 行 した。

同7年1刀x術 研究所 の研究成果発表機関誌 として,定 期刊行物 『美術研究』を

創刊 した。

同 年4月181」 株式会社朝 日新聞 社よ り明治大正美術史編纂 費 として本年か ら向 う

5か 年間毎年5一臼8」,合。11'2刀5T・PJを帝国美 術院 に寄附 したい との申出があった。

同 年5月26日 帝国美術院は この申出を受理 した。

明治大正x術 史編纂委員会規 租を設け,x術 研究所は明治大正 美術史 の編纂 に関す

る事務 を行 うことにな った。

同9年10月1811毎st=iotii8日 を開所 記念 日と定め た。

同10年1月28日 鉄筋 コンクリー ト造,2階 述,延 面積129㎡ の 書庫が竣工 した。

同 年411『 日本 〕さ術年鑑』の編纂 事務 を聞始 した。

同 年6刀10勅r%1148%,'・ によ りx術 研究所官制が公イ15された。

研究資料閲覧規程 を制定 し,閲 覧尋～務 を開始 した。

同12年6月24日 勅 イ}第281%;によ り 処術研究所官制中改正の 件が公布 され,従 来,

帝国美術院 に附置 され ていたのを文lsis大臣の直轄 に改め られた。

同 年11月29日X術 研究所長珂破務規租,迫 術研究所事務分掌規租が制定 された。

同13年2月121」 木造,平 片拠,延 面積97㎡ の写真霊1棟 が竣⊥ した。

同19年8月10日 無 山清輝の作品,並 びに写真原版 を東泉 都西多摩郡小宮村谷間家倉

庫 に疎開 した。

同20年5月28日X術 研究所の図 書 ・踏資料 全部 を山形眼酒田市本町1丁 目本間 家倉

庫3棟 に疎開 した。

同 年7～8月 酒 川 沐 川家倉庫に疎1粥した図Y.料 を爆撃の危険 を避けるため,

さ らに酒 田市外牧 曽根村松沢 世喜 雄家倉庫 ・観 ボ時 村村上家倉庫 ・大沢村 後藤作之

丞 家倉 庫にそれ ぞれ分倣疎聞 した。
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同21年3月29日 酒 田市疎開中の図llF・諸 資料等 の東京向 け発送 を終了 した。

同 年4月4日 酒 旧市疎開中 の図 井 ・緒資料算が東京に到漕 し引揚げを完了 した。

同 年4月16日 東 京都 西多摩郡 に疎 開中の黒 田溝輝作品並びに写真原版 の引揚げを

完了 した。

同22年5月1flX術 研究所官制が廃ILさ れ,国 、k博物館官制が制定 された。美術研

究所 は同館の附属美術研究所 となった。

国 、玩博物館 に保存修理課 発足。 同課 内に保 存技 術研究搬くを雌いた。(保ff科 学部の

前身)。 昭和23年 度よ りt'ffL一の職 員を配 置 し研究 を開始 した。 研究室は国立 博物館

本館地下の修理室の一室(66㎡)に 設けた。

同24年4月 科学研究費補助 金によ り光 学的方法 による美術品の鑑識に閲す る研

究が開始 され た。

同25年8月29日 文 化財保護法の制定 に ともない,美 術研究所は文化財保護 委員会 の

附属機関 とな った。

圃25年8月29日 文化財保護委員会事務 局設置にと もない,保 存科学研究室は国立博

物館保存修理課か ら文化財保 護委員会事務局 保存部建造物課に所属換え となった。

同26年1月31日 美術研究所組 織規程 が定め られ第一一研究部 ・第 二研究部 ・資料部 ・

庶務室が置かれた。

同27年4刀1日 文化財保護法の一部が改正,東 京 文化財研究所組織規程が定 め られ,

美術 部 ・芸能 部 ・保存科学部 ・庶務室 の3部1室 が置かれ,美 術研究所組 織規程が

廃止 され た。

また,文 化財 保護委員会事務 局保存 部建造物課保存科学研究室 も廃 止された。

同 年7月1日 芸能部研究室 として東京芸 術大学 音楽学部邦楽科教室2室 を同大学

か ら借用 し,研 究 を開始 した。

同28年4月26日 保存科学部研究室と して,東 京国 立博物館構内の倉庫132mzを 改造

の うえ移転 した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組 織規稗の一部が改正 され,東 京国立文化財研究

所 となった。

同32年3月22日 東京国立博物館構 内に木造,外 部鉄網モル タル塗,平 家建,8㎡ の

保 存科学部の薬品庫が竣工 した。

-3一
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同 年11月30H従 来の2階 建 苔胤の うえに更に1階 を増築3階 建 と し,増 築 分延 面

積71㎡ が竣工 した。

同34年4月30fI国 、1文化財研究所研究受託規程が定 め られ,こ の年度 から受託研 究

が 開始 された。

同36年9月16日 東京国 立文 化財研究所組織規程の一 部が改正 され,従 来 の庶務室 は

庶務課 となった。

同37年3月31日 東京国立博物館 構内に保存科学部庁 舎(保存科学 部実験 室)と して,

鉄筋 コンク リー1・造2階 処延面積663㎡ の建物1棟 が竣 工 した。

ll4年7月1門';s,t国 立 文化財研究所剤職 規程の一一部が改 正され,新 たに保存科 学

部に修理技術研 究室が澱かれた。

同 年7月20日 芸能 部研究室は,保fr科 学部庁舎 の竣工にと もない,旧 保存科学 部

庁 舎に移転 した。

同43年6月15日 文部 貧設 置法の一・部が改 彪され,本 研究所 は文化庁附属機関 となっ

た。

同44年8月23日 保存科学部庁舎 に隣接 して新労 され る別館庁舎(延1,950.41m2)の 起

工式が行 われ た。

同45年3月25f1前 記 の別館が竣1:し たので,同 年5月26日 竣 工式が行 われ た。

同45年4月22日 芸能 部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学 部は別館の地階～2階 に爽験用機械類の移転据付 を終了 し

た。

同45年6月29日 保 存科学 ゴ討1庁舎 の1階 の模様 替r事 に荊 丁し,同 年10月15日 工事が

終了 した。

同 年11月2「1所 長 及び庶脇課 は,躯 館か ら保存科学部庁舎 の1階 に移転 した。

(本館 は,美術 部庁舎 となる)したが って研究所の所 在地 表示は「12番53号」が「13番27

号」に変更され た。

同46年4月1fl保 存 科学 部lr舎 及び別館の敷地2,658㎡ を東東国 立博物館 か ら所 管

換 された。

同48年4月12日 文部 省設置法施 行規則 の 一・部が改正 され,新 たに修復 技術部 が設 け

られ4部1課 とな り,修 復技 術部に第一北 復技術研究室及び第二修復 技術研 究室が

一4一
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置かれ,保 存科,,,_.部修理技術研究室は廃 止され た。

同521'・4月18口 文部 省設置法施 行規則 の一部が改正 され,情 報 資料部の新設によ り

5部1課 とな り,情 報資料部に文献資料 研究室 及び写貞資料研究室が置かれ,美 術

部 資料室は廃止 された。

同53年3月20日 本館構内の写場等(木 造平家建延面積144㎡)を 取 りこわ し,情 報資

料 部研究棟 と して,鉄 筋 コンク リー ト造,地 下1階,地1:3階,延 面積565.95㎡ の

処物が竣工 した。

同53年4月511文 部省設 置法施行規貝「1の一・部が改1Eさ れ,新 たに修復技 術部に第三

修復技術研 究室が 置かれた。

同59年6月2811文 部省組織 令が改正 され,イ く研 究所 は文化庁施設等機関 となった。

3.歴 代 所 長(昭 和5年 ～昭和61勾三)

1三 事

主 事

所長事務取扱

所 長

所長事務取扱

所 長

所 長 代 理

所 長

所長事務代理

所 長

所 長

所 長

正

矢

和

矢

田

川

福

松

矢

川

関

伊

木

代

川

代

中

中

山

本

代

中

野

藤

直

幸

英

幸

豊

豊

敏

栄

幸

延

彦

雄

作

雄

蔵

蔵

男

一

堆

松

克

男

(昭 和5.6.28^一 昭 和6.11.24)

(昭 和6.11.25^一 昭 和10.5.31)

(昭 和10.6.1^'昭 和11.6.21)

(昭 和11.6.22^一 昭 和17.6.28)

(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.15)

(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)

(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)

(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)

(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)

(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31)

(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)

(昭 和53.4.1～ 現 在)
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皿.機 構 ・職 員 ・予 算

東 京国立文化財研究所 は,文 化財に関す る調査研究,資 料 の作成及 びその公表を行

うことを目的 として設立 された文化庁の施設等機関 である。 その機構等は次の とお り

である。

1.機

所Lc一

構

一 庶 務 課

課 長一繍 酬:難 黛

一 美 術 部

部 長 辱「 一

一 芸 能 部

部 長 ・… 一一 一

一 保 存 科学 部

部 長 一一 一 一

一 修復 技術部

部r-一 一

一 情 報 資料 部

部 長 一 一一 一 一一一

一6一

一 一第一研究室

一 第'二研究室

」三f{}{りr究1自,

1-・ 演劇研 究室

「 ぜf楽 卿踊研究室
　

'一 一LL俗2L・能研究室

1三任研究官

一fヒ 学鉦理究室

:一 物理研究室
ト

1-一一fl三物研 究室

1三任研究官

1一 第一修復技術研究室

一 第二修復技 術研究室

トー 第三膨復技術研究室

滋任研究官

一 文献資料研究室

一4真 資料研究室



機構 ・職員 ・予 算

2.職 員

(昭和62年3月30日 現在)

所

所 長

庶 務 課

属 職

庶 務 係

会 計 係

美 術 部

第一研究室

第二研究室

芸 能 部

演劇研究窒

音楽卸踊研究
室

所

課

課

係

庶

長 補

務 一1:

事 務 補 佐

〃

〃

名Lf,

〃

調 査 員(非)

係

係

事 務 補 佐 員
〃

技 能 補 佐 員

労 務 補 佐 員

〃

部

室

主 任 研 究 官
〃

調査研究員(非)

究

〃

室

研

部

室

調査研究員(非)

〃

室

矧
男

美

博

朗

了

子

子

美

子

子

昇

登

子

美

雄

子

み

孝

之

子

雄

キ

夫

信

子

雄

子

雍

都

昭

賀

再

由

佐

智

セ

美

正

榮

久

ア

英

道

絵

治

道

美

郷

延

保

多

節

有

真

美

美

祥

恵

忠

ツ

た

藤

山

山

藤

木

村

川

澤

野

原

澤

下

田

西

木

山

内

澤

口

賓

宅

野

輪

藤

梨

隅

藤

本

瀬

生

々

之

伊

笹

西

斎

松

中

太

滝

小

松

相

山

鎌

山

佐

中

竹

柳

関

田

三

上

三

佐

山

三

佐

松

広

蒲

長

長

佐

艮

任

員

長

員

長

長

長

員

長

長

長

調査研究員(非) 高 桑 いずみ

(日本建築 史)

(仏教絵画史)

(日本 仏教 絵画史)

(染織工芸 史)

(日本 彫刻史)

(東洋古代絵画史)

(日本近世 ・近 代絵画史)

(日本近代絵画史)

(日本近代絵画史)

(民俗芸能)

(寺院芸能)

(中世芸能)

(日本東洋音楽 史)

(音楽学)

(日本東洋音楽史)

7



機構 ・職 員 ・予算

所 属 陣 矧 氏 矧
民俗芸能研究

保 存 科 学 部

化 学研究室

物理研究室

生物研究室

修 復 技 術 部

第一修復技術
研究室

第二修復技術
研究室

第三修復技術
研究室

情 報 資 料 部

文献資料研究
室

写真資料研究
室

室 長

主 任 研 究 官

調 査 研 究 員(非)

部 長

室 長

主 任 研 究,i.;.

研 究 補 佐 員(非)

室 長

三L三fτ三石」「究'r{9

〃

室 」そ

訓 査 研 究 員(非)

部 長
1,Ci・.艮

研 究 員

専 門 職 員

室 長

室

研

部

室

研

室

究

究

f
<

」

員

長

長

員

」乏

羽 田

子

郎

理

夫

夫

威

子

郎

俊

夫

郎

也

克

二

茂

幸

義

久

武

敏

随

定

英

八

友

寿

村

井

本

淵

倉

澤

城

川

浦

井

木

里

中

仲

江

馬

門

富

見

石

三

新

森

鈴

中

輝

曙

彦

猷

券

8
'

"

浦

木

川

西

茂

増

樋 日 鴻 治

夫

男

夫

繁

次

辿

木

倉

青

宮

米

島 尾 新

鶴 川 武 良

之

次

正

良

廣

弘

和

昌

木

本

川

保久

鈴

橋

市

野

員

員臓

究

〃

〃

研

専

(日本演劇)

(民俗芸能)

(芸能史)

(分析化学)

(同位体 化学)

(無機 分析 化学)

(分析化 学)

(塗料化 学)

(光学)

(3卜測工学)

(微 生物学)

(応用昆虫学)

(fl本 工u史)

(日本 丁.'芸史)

(木 材 材 質 改 良 学)

(彩 色 保 存 技 術)

(Il本 一i/.1:t,史)

(澱 ∫づ)・∫・イヒ学)

(考llゴ学)

(H本 中1餌絵 画史)

(日本中世絵画史)

(11!ド中世絵 画史)

(中国絵画史)

(Ci近 世絵 画史)

(美術写真)

(〃)

(〃)

8

J



機 構 ・職員 ・予算

昭和61年 度におけ る退職者

所 劇

庶 務 課

x術 部

保存科学部

修復技術部

情報資料部

官

所 長

技 能 補 佐 員

労 務 補 佐 員

部 長

部 長

調査研究員(非)

部 」乏
〃

職 名1 名

一
男

雄

野

孝

理

郎

也

男

冤

忠

セ

義

八

友

次

藤

木

山

澤

木

木

氏

Ⅲ
伊

伽

中

柳

江

森

鈴

宮

在 職 期 間

53.4.1^-62.3.31

59.12.1-r62.3.30

61.9.1-x61.8.30

21.9.30^62.3.31

27.4.1ハ げ62.3.31

98.4.1^-61.:i.31

56.4.14-r62.3.31

30.9.1^-62.3.31

障 考
退 職

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

3.名 誉研 究 員

名
蕎

修
楚

議

克
肺
健
脛
獄
響

「
畑

山

田
崎

石

村

野

山

野

⊥

道

野

氏

一
白

福

高

岩

登

岡

中

関

秋

久

川

関

横

上

名1 退 職 時 官 職 名
一 冒

江 上 繧

田 村 悦 子

猪 川 和 子

美 術 部 長
〃

修 復 技 術 部 長

保 存 科 学 部 長

美 術 部1

美術部第二研究室長

所 長

美術部第一・研究室長

情 報 資 料 部 長

美 術 部 長

美術部第二研究室長

芸 能 部 長

情報資料部文献資料
研究室長

情報資料部1三任研究
官

美術部†任研究官

情報資料部文献資料
研究室長

在 職 期 間 名誉研 究員
i発 令年 月 日

5.6.30～27.8.1

23.5.11～34.4.15

27.12.1-一 一44.3.31

27.9.1^-49.5.31

27.10.1^-50.4.1

20.5.15^51.4.1

22.10.1ハ げ53.4.1

40.4.1^-53.4.1

21.10.1.42.2.1

20.5.31^-57.4.1

21.2.28^57.4.1

18.12.1558.4.1

28.3.16ハ げ51.4.1

17.11.3ハ げ59.4.1

38.5,81^-59.3.31

22.6.16^60.3.31

22.6,27^-60.3.31

63.10.18

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

54.10.18

57.10.18

〃

ss.io.1s

59.10.is

〃

〃

60.10.18

〃
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機構 ・職員 ・予算

4.昭 和61年 度 予 算

()は 補正後を表わす。

事 項

人 件 費

運 営 費

事 業 管 理

一 般 研 究

特 別 研 究

堕画・障壁画の科学的研究

伝統芸能の保存組織のあり方の研究

金属文化財の材質 ・技法及び保存に関する科学的研究

敦焼文化財保存修復に関する澗査研究

研究川機器整備

受 託 研 究

文化財保存に関する国際交流

文化財保存修復に関する研究のための国際研究集会

招へい研究員

ローマセンター資料収集提供

文 部 本 省

各 所 修 繕
一 般 修 繕

冷暖房設備修繕

在外研究員旅費

文 化 庁

文化財保存亭藁費

重文荒神谷遺跡川土銅剣の澗査

千 円

282,198

(114,685)

120,081

(33,093)

35,734

(37,460)

38,311

(36,102)

37,373

1,924

2,621

3,158

10,?00

18,970

(1,592)

1,592

(6,438)

6,571

3,372

2,857

342

3,552

452

s,100

4,977

1,500

一10一



機構 ・職 員 ・予算

5.昭 和61年 度科学研究費補助金交付一覧

(1)職 員が研究代表者 となった もの

種 別1 課 題 名

総 合研 究(A)

〃

i4般 研 究⑧

一般研 究◎

奨励研 究(A)

試験研究(1)

〃

蔵験研究②

考 占遺物 の埋蔵環境におけ る変質現象
に関す る研究(3年 次計画第2年 次)

非破壊的 方法 による彩色 文化財の総 合
的現地調 査方法の碗 骸とその応用に関
す る研究(3年 次計画1第 イ1歌)

東 アジア文化圏か らみた沖縄舞踊技法
の特質 とその 卸踊譜化の 研究(3年 次

;汁i両第3イド次)

絵 画 ・書跡 などの ク リーニ ング及び補
修 のため の新技術の研究

幕 末 ・明 治初期 日本絵画 とアメ リカ絵
画 の相互関係

彩色 文化財の劣化 と保存に関する実証
的研究(3年 次計画第3年 次)

本邦出土 古代ガ ラスの原料産 地と材質
の変遷(3年 次計画第1年 次)

美術史学 におけ る多角的情報処理 シス
テ ムの開発(2年 次計画第2年 次)

計8件

瞬 獄 表司 交 付 額

江 木 義 理

伊 藤 延 男

三 隅 治 雄

増 川 勝 彦

山 梨 絵美子

鈴 木 友 也

馬 淵 久 夫

宮 次 男

千 円
5,000

111

500

1,200

800

1,000

2,000

3,500

(2)職 員が研究分担者 とな ったもの

別 種1課 題 名 1研究骸 者名 瞬 究分担者

特別研究(1}

総合研究㈹

〃

〃

国 立博物館,美 術館 資料 に関す る情報
処理ネ ッ トワークシステムの整備 に関
す る調査研究

保存國樽の酸性 化対策 に関す る研究

四十八体仏の彫刻史的保存科学的調査
とその基礎研究

醍醐寺の密教法令と建築空間に閲する
総合的研究

東京国立博物
館

林屋晴三

東京農工大学
大江礼三郎

東京国立博物
館
西川杏太郎

東京大学
稲垣栄三

米 倉 迫 夫

彦
俊

理
夫
郎
俊

子

勝
定

義
久
陸
定

道

田
浦

本
淵
川
浦

藤

増
三

江
馬
石
三

佐
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皿. 調 査 研 究

1.美 術 部

(1)概 要

美術部は 日本 ・東 洋の 占美術並びに 日本の近代 ・現代美術と これらに関連ある西洋

築術についての基礎 的調 俺研究を行 い,か つその成果を公表す ること を口的 としてい

る。 美術部は二室 より構成 され,古 美術は第一・研究室が担当 し,近 代 ・現 代X術 は第

二研究室の担当である。

研究澗査は各時代にわた り絵 画 ・彫 刻 ・1:哀の各部門 につい て,作 品 と文献資料 と

の両面か ら実証的 に進め られてお り,共 に基礎 となる研究資料の作成 と整理 とに努め

ているほか,現 代美術の動向に関す る調査と資料収集 をも平行 して行 っている。また,

作 品に関 し,早 くか ら爽施 して来 た科"f的 な鑑識法 を積極的に活川 しているの も当部

の特色 である。 さらに愉 報資料部所員 とは研 究や調 査の而で緊轡な協力が行われてい

る。昭和59年 度か らは4か 年、ll'画で 情 報資料 部と共同の 縛別研究「壁画 ・障壁画の実

証 的研究」が 始ま り,rPUと 関係資料の収集 を進め た。 そのほか他機関 との共同研究

に よる広領域 の研 究に も参加 してい る。なお,研 究員 それ ぞれの研究課題 と内容は②

研究調査活動の項に示す とお りであ る。

研究調査の結果 は,第 ・研究室 金員が編築担当する機関、Lε『x術 研究』(昭和7年 創

刊)や その他の学会誌に発 表 し,ま た,第 二研究室を中心とす るPII本 焚術年鑑』(昭和

11年 創刊)を 発行 してお り,rat行の研究 報告 も随時 刊行 している。 さらにその ほか情報

資料部 との共同で,研 究成果の 一蔀 を広 く一般の理解 に資す るため に毎年一 回公開学

術講座 を開催 してい る。なお,!,14川清輝の遺 産に基づいて創 、kされた 美術研究所,現

美術部 は黒 田清輝の作品その他関係 資料 を保管 し,そ の多 くを陳列す る黒 田記念室は

毎 週一回木曜 日の午後公胴 している。
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美 術 部

第 一 研 究 室

財 吸 ぴ東 洋諸地域の 占美術 について,各 研究員が専門 とす る領域と時代 を中心 に

調 在研 究を進 め,室 要問題 を捉 えた共同研究を行い,常 に精密 な基礎 資料 の収集 に努

め ている。 なお,第 一研究室の研究員は『x術 研究』の編築業 務を担当 している。

第 二 研 究 室

明治 以降の 門本近 代美術に関す る調 盗研究 と,こ れ に関 連す る西洋美術及び 日本近

世の 洋風x術 の渕 酬り1究,並 びに現代奨術の動向に関 する資料 の収集 と調 査とを継続

して行 っている。 また,科学研究費補助金によ り「幕 末 ・明治 初期 口本絵jigjとアメ リカ

絵画の 相互関 係」(奨励研究(A)研究代表者lll梨絵xの の 調'藍研 究を行 った。 と くに現

代美 術に関 す る1渕査研究 にお いては,そ の年 度に収 集 した資料 を整理 し,そ の戊果を

『日本 美術年鑑』と して毎年公刊 している。本 年度 は,昭 和59年 の内容を もった昭和60

年版 を刊行 し,引 続 いて60年 版の編集にir-Tし た。

また,研 究纂業 と して昭和52年 度 以降 実施 してきた黒 田7i輝 巡 回展は当研究室が中

心 となって行 ってお り,本 年度は豊櫛1∫美術 博物館 で開催 した。

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.美 術基準作品の研究

わが 国古代中 世の 美術 工芸品の うち,鯛 宝 ・重要 文化財あ るいはそれに準ず る優作

で,年 記銘 を有す る作品あ るいは作者 ・流派 ・様式等 を代表す るもの等,美 術史上 の

基準的作品 につい て詳細に考察 し,併 せ て文献 史料の検討を も加え,美 術工芸遺品の

体系 づけに役立てる。

/(1}仏 教絵画の調 査研究

ア 基準作 と してイゴ名な教王護国 占臓 五 大尊(5幅)及 び同 斜 日蔵京都 国立博物館

蔵十二 天(12幅)に つい て,そ れ ぞれ継続的な澗 査を爽施 した。(柳澤 ・関 口)

イ ァメ リカ合衆国の フ リーア)こ術館,ポ ス トン)さ術館所蔵 の仏 画を調 査 した。

(関口)

ゾ(2)日 木仏教彫刻史研究
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調 査 研 究

前年度 に引続 き,仏 師快慶 及び快慶派仏師の研究 を行 った。今年度 は快慶の高弟,

行快 を対 象と し,滋 賀阿弥陀 寺阿弥陀如来像,京 都大報恩 寺釈迦如来 像など行快作UII

を調査 し,文 献史 料とあわせ て,行 快の制作活動,作 風上の特色な どについ て考察 し

た。(三宅)

ゾ〔3)染 織 品の研究

ア)上 代裂の研 究

東京国立博物館所蔵 の法隆;i:裂 ・正倉院裂の基礎謝 査を続行 している。

イ)近 世初期染織品及び小袖の研究

米沢市の上 杉神祉蔵 上杉謙信所用服飾類の調査 ・研究,,,:,.城県白石 市の片愈

家伝来服飾類の調 侮 ・研究,仙 台市博物館新収品の伊違瀞:i:濱田伊豆,同 菅野

家伝来の服飾類の澗 査 ・研究,和 歌山 市の紀州東 照宮 伝来服飾 類の調在 ・研究,

日光 山輪王 一)°伝来の胴荊三領の調査研究を行った。

ウ)沖 縄の伝統染織技術の現状 と遺 品資料の調盗 ・研究

沖縄本島 ・宮 古群島 ・八etc山群島の島 々に残 る 占来 か らの染 織技 術の実態調

査に出向いた(今 回で4回 目)。

エ)ア イヌ染織 品のiNU・ 研究

室 町時 代以降のわが国 染織品に関連が 多く,ま た原始的要 素が濃 摩に残存す

るアイヌ染織 品について,昭 和60年 度に引続き、渕在 ・研 究を統 行 している。

オ)東 京芸術大学奨術学部屡1置野政樹代 表 者の科学研究費(昭 和58・59・60年 度)の

「日木工芸」礎 資料集 成とその技術に関す る研究」の分担 者と しての 研究(染 織

品の基礎資料調査)を 統行,そ の まとめの殴階にかかろ うとしている。

V/2.科 学的方法 に よる材 質と技法 の研究

X線 透過法,赤 外線寧真,紫 外線螢光法,双 眼爽体顕微鏡,赤 外線 テ レビ等を用 い

た科学的方法 により,わ が国 築術r芸 品の 材質 ・技Ylc・構造な どを明 らか にす る。

(1)古 代中 世絵画の材質技法 に関す る研究

ア 真言八祖行状図の澗査研究

汚損 や補修 の著 しい行 状図8幅 につい て,前 年度 に引統 き科学的方法を採用

して調 査を実 施 し,一 部の考察を発 表 した。(柳滞)

イ 鶴林r太 了・堂壁画 と四 天柱絵の調 査研 究
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美 術 部

太 子堂は仏後 壁表裏並びに四天柱 絵が著 しく黒 化し,図 様が判別 し難い。そ

れ に対し赤外線 テ レビカメラによる大掛 りな)1・同調査を実施 し,成果 を収めた。

(柳澤)

/1//^/1..1)仏像彫刻 の材質技法 に関す る研究

東京国立博物館 が爽 施 している法隆 寺献納宝物 特別総合調査の うち,γ 線透視撮影

等の方法を川いた四十八体仏の材質 ・鋳造技法の調 盛研究に参加 した。また,京 都清

水 芋観 デf・勢至菩薩像,神 奈川燈 明寺観 音 ・勢そミ菩疏像,石 川尾添白ll1社阿弥陀如来

像ほかのX線 透 視撮影 を行い木彫 像の構造 ・技法の研究 を進めた。(三宅)

㈲ 伝統的染織技術の調査 ・研究

日本一L芸会で昭和53年 度か ら統行 している東 京国,'r.hu物館蔵「白地風景模様 茶屋染

帷 子」の復IGは,一 昨年度 で下 絵が完ノ戎し,昨 年度で糸 日糊置 に入 ったが,糸 目糊 置

で,先 ず藍 に浸染 して も防染の役を果す だけの糊の試作 に終始 し,こ の糊 作成 に失敗

すれ ば,9年 間の 共同研究が水泡に帰す ので,試 作爽験9回 を重ね てこの年 は了った。

3.美 術様式 とその伝播の研究

わが国美術工 芸に見 られ る様式の展 開と系統 を,イ ン ド・中国 ・朝鮮や西洋 諸地域

な ど諸外園にその源流 を探 り,そ の影響と受容 の様相 を明らかに位置づけると共に,

国内におけ る史 的展開 を体系化す る。一方,日 本 以外の外国各地の美術に関 して もそ

れぞれ様式的検討 を行 う。

(1)現 存する中国絵 画の包括的再検討 と国内国外にお ける補足的調査

東京大学東洋文化研 究所 戸田禎佑教授を代表とす る共 同研 究に参加 し,写 真資料に

よる検討 を加えた。(柳澤 ・関 口)

② バ ー ミヤ ーン壁 画の研 究

先年 に引継 ぎ,成 城大学調査隊 によるバ ー ミヤ ーン壁画の共同研 究に参加 し,報 告

井作成 のための作業を続行 した。(柳澤)

4.作 家 ・流派及び美術団体の研究

日本近代 作家 及びこれに関連す る美術家等の伝記資料 と作 品,作 家の属す る流派や

x術 団体 の活動 などを網羅的かつ体 系的に調査 して,そ の実体 を明 らかにする。

(1)日 本 近代 美術基礎資料の研 究

近fC術 に関す る未発表の宛書簡研究を継続 して行い,林 忠正宛 書簡の解読及び内
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容の検討 を進める とともにフランス,イ ギ リス,ド イ ツでの現地調査 を行い(三 輪,

情報資料部米倉 ・鈴木),黒 田清輝宛 書簡 の解 読と関連資 料の研究 を進めた。(三輸 ・

山梨)ま た,在 米 日本近代美術品に関 する調査研究 とそ の資料作成 を行 った。(佐藤 ・

山梨)

(2)日 本近代作家研究

ア 近代洋画家研究

黒田清輝,久 米桂 一郎,原 田直次郎,鹿_1木 孟 郎,川 村滴堆ほか白馬会,太

平洋画会系の 作家 の画歴 及ぴ作品の測査研究 を行った。(三輪 ・山梨)

イ 近代 口本画家研究

橋本雅 邦,柴 田是爽,狩 野 芳崖の 作品のrNU研 究を行 った。(佐藤)

㈲ 昭和 初期X術 団体1こ関 す る研究

昭和 初年から戦 前に至 るx術 団体の 資料 を澗 査し,そ の動 向,特 性 を研究 した。(佐

藤)

B.特 別 研 究

「壁画 ・障 壁回の実証 的研究 」(4か 年、汁画の第3年 度)

本研究はわが国 占代 ・中世 ・近Ukに わた る社、¥廼造物 等の内rN;を飾 る壁画 ・障壁画

を研究対象 とする。 これ らの中には画 面の剥落や腿 色等の劣化 膏しい ものが少 な くな

く,よ って科学的な鑑織 法によ る膵細 な捌 査を爽施 し,そ れ ぞれの材質 や技法及び様

式的特色を明 らかにすると共に,u献 的 汚寮を も加 え,そ れ らの 築術史的位置 づけ を

行お うとす るものであるf,本 年度は 肥{1～来実施 して きた 赤外線 テ レビカメラによる鶴

林寺太 子堂四 尺柱絵 のM】足渕 在,西1リ侍 轍 塔堕画,三 漢園臨春閣障壁画の調査を行

った。

C.科 学 研 究 費

「幕末 ・明治初期 日本絵画とアメ リカ絵面 の相互関係」(奨励研 究㈹ 研究代 衷者

山梨絵 美子)

日本近代美術 と他 国のx術 の相互関係に関する研 究は,従 来,ヨ ーロ ッパ を中心 と

して行われ,ア メ リカは看過 され る傾 向にあった。 本研究は1911'紀後半 におけ る日本
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x術 に見 られ るア メ リカ美術か らの影 響を指摘,幕 末 ・近代 日本美術史の新たな一側

面 を明 らか にしよ うとす る口的で,以 下の ことを行った。

(1)19世 紀後半 にアメ リカで広 く流布 したカ リー ・ア ン ド・アイヴス版画 関係 の資

料収集

(2}前 紀資料と明治初期の洋風版画,特 に小林消親の作iuと の比較 ・考察

本 研究の成 果は,「小林YFi親『高輪牛町朧 ノ1景』をめ ぐって」と題 して本 研究所 美

術部 ・情 報資料部石11究会 での発炎 をもとに さらに検討 し,同 題で『美術研究』338

号に発表 した。

2.芸 能 部

(1)概 要

芸 能部は,日 本の伝統 芸能 に資す るために必要 な基礎 的研究を行 うことを目的 とし,

演劇 研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室 より構成 され ている。芸能部の

研 究 目標 としては,諸 芸能 の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関 する研究 などが

あ り,そ の研究に必要 な資料の収集,整 備及び記録の作成のための撮 影 ・録音 ・録画

な どの作業 を行 う。また,研 究の結果 は刊行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座 などによ

って公 表す る。

本年度は,部 をあげて行っている特別研究「伝統芸能の保存組織のあ り方の研究」の

第3年 次と して,能 ・歌舞伎 ・文楽 等にお ける伝 承者組織 とそれを ささえる保存組織

の あ りよ うを調 査 ・研究 した。 また,科"研 究費 補助金 による研究 としては「東 アジ

ア文化圏か らみた沖縄卸踊技法の特質 とその舞踊譜化の研究(一 般研究㊨)研 究代表者

三隅 治雄)」を行 い,「 醍醐 寺の密教法 会と建築 空聞 に関す る 総合的研究」(総合 研究(A)

研究代 表者 東京 大"f教 授 稲垣栄三)に は,佐 藤道子 が研究分担者 として参加 した。

演 劇 研 究 室

演劇研究室は,日 本 占典演劇 につい て芸能学的に調査 ・研 究を行 い,ま た,こ れ ら

潴芸能の周辺にあって,伝 統 芸能の成 立に深い関係を もつ諸分野 について も調査研究
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を進め ている。

本 年度は,個 人研究 ・共同研究 ともに昨年度 に引続いて「寺 院行 事の研究 」に重 点を

置 き,特 に過 去20年 にわたっ て調査 ・記録を行った録音 資料 に基づいて,諸 宗派の論

義法 要諸形式の比較分析 を行い,こ れと並行 して前 記資 料の 永久保存の ため のP.C.

M.ダ ビングの作業を行った。

音 楽 舞 踊 研 究 室

日本の膏楽 と舞踊について,芸 能 学的,音 楽学的な調査研究 を1'い,こ れ ら伝統is

能の成立に深い関係を持つ周 辺分野 についても,調 査研究 を進め ている。

本年度 は,個 人研究 として「邦楽用語の研究」「楽 器の 晋楽図像学的研究」「能管の唱

歌の硫究」を行った。

民 俗 芸 能 研 究 室

全国各地に分布伝'氏される民俗 芸能 を対象 とし,そ れ らの保存 ・活用 に資す るため

に必要な研究を行っている。 イく年度 は 個 人研究 として「LL俗芸能におけ る採 り物 の研

究」を行い,共 同研究と して「民俗 芸能の民俗的基盤の研究」,「民俗芸能伝承方法の研

究」,「民 謡の研究」「能の嘘 ∫・桝の研究」を行った。

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.寺 院 行事 の研究 一一倫 渡会 を中心 に一

寺院行事が内包す る多楓 多様な要 索の中か ら芸能的要 粛を抽出 し,各 宗派 にわた る

総合 的比 較研究を行い,そ の 変遣 ・分化 をあ とづける ことを…貫 した目的とす る。本

年度 は,昨 年度 に引統 き過去20年 間の録音収集資料を もとに して,華厳 ・法相 ・天台・

真言諸宗派の紛養法要 の構成 形式 を比較分析 し,論 義法要の 蕗形式の展 開を追求す る

ことを試みた。 また,こ の研 究課題 に関わる各宗派の法 会の輿地測 査 も実施 している

じ わん ね ぺつしようりゆうげえ

が,本 年度 は法 隆守の慈恩会(聖 徳宗),延 暦;i:の別請竪磯会(天 台宗)の 調査 ・録音 ・

撮影を行った。(佐藤 ・廣瀬)
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2.邦 楽 用雁の研究

邦楽の用 語は,分 野 ごとにまちまちな使 われ方 をしている。 本研究は,そ れ らを総

合的に把握 ・整理 して,同 語異 義,異 語同義などの様 相を明らか にし,新 しい用語体

系の陥 、Zに資す ることをU的 とす る。 本年度におい て収集 と辞解 にい ちお うの完結 を

みた。(蒲生)

3.楽 器の音楽図像学的研究

日本のx術 作品には,多 くの 断楽場 面が 描かれ てお り,そ れ らは 音楽史研究.L,碗

要な 資料 とな り うる ものである。イく年度 は,咋 年度 に引きつづき三味 線を取 りあげ詳

細な研究 を行ったほか,語 り物琵琶の図像の収集を行った。(蒲生)

4.能 管の唱歌の研究

能 管の 唱歌の比較,分 析を行い,廃 絶 した'F醤 流の 芸系 を明 らかに した。(高桑)

5.民 俗芸能 におけ る採 り物の研究

ささら(筋 ・編木)を 用いる芸能を調査 し,そ の呪 術的性格 を明らか にし,楽 器であ

るか 採 り物 であるか などについて分析,研 究 した。(中村)

6.能 の嘘子事の研究
うこきことで いりごと

能 の現 行曲に用い られ る出入 事(登退場 の音楽)と 動事(舞 踊的演技 とその音楽)に つ

いて,各 役各流 派の譜本および奏演の実際 に基づ くデータを収集 ・整理 し,そ れ らの

概要 ・形態 ・用法等 を分析 し,客 観的 ・体 系的に 解 明すべ く調査研究を進 めている。

(蒲生 ・羽田)

7.民 俗芸能 の民俗的基盤の研究

芸 能を,そ の 行われ る季節 ・場所 ・参加 者(演 者 ・観客 を含 む)な どの面か ら取 り上

げる連続 した研究の一環 と して,本 年度は「座敷 の芸能」に関す る調査研究 を行った。

(三隅 ・仲 井)

8.民 俗芸能 伝景方法の研究

各種民俗芸能の伝 承方法 について資料の収集 ・分析 を行った。(三隅 ・中村)

9.民 揺の研究

日本の民謡 の研究におい て,民 謡の芸謡的要 素を無 視 してはその全 き姿 をとらえる

ことがで きないとい うfib,点にil.ち,ICIIか ら近 世に至 る民謡伝 承の ヒに占める芸 謡の

位澱 を究明す る 日的 を もって,前 年度 に引続き近11畳:歌謡の分析 を行い,あ わせて童歌,
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特に遊戯 歌の芸謡 的要 素についての調査研究 を行った。(三隅 ・仲 井 ・中村)

B.特 別 研 究

「伝統芸能 の保存組織 のあ り方の研究」(4か 年計画の第3年 次)

人か ら人への技芸 の伝遠 によって保存 が可能にな る伝統芸能にあっては,そ の伝逮

を正確,か つ強 固に行わ しめる保存伝 承組織の確 立が望 まれ る。そのため,過 去の伝

承組織の諸相を 考察 し,ま た,現 に各地にある保存会 ・」冬成会 ・愛好会等の実態を調

査し,そ れ らの分析 を通 して,伝 統 墓能 の文化財 と しての より完壁な保存組織のあ り

方を研究する。本 年度 は,能 や歌卸伎,文 楽 などにおけ る伝承組織の実態調査を行っ

た。

C.科 学 研 究 費

1.「 東アジア文 化圏か らみ た沖縄舞踊技法 の特質 とその 算踊膳化の研究」(一般研

究(B)研 究 代表者:三 隅治雌1ひ 院 分担者 宜保栄治郎)

わが国の伝続 芸能の…翼を 占める沖 縄の舞踊は,そ の歴史的,地 理的状況か ら,周

辺の 中国大陸 ・東南 アジア ・太 平洋諸島群 との交 流を深めて,独 特の様式 ・技法を確

立す るに5ミったn本 研究ではそ うした沖組舞踊の技法 を,周 辺1堵国の舞踊 と比較 しな

がら分析 をfi'い,そ の汎 アジア的特質 を解明す るとともに,そ の技法 の舞踊 譜化を爽

現 させ よ うとす るもの であ るが,イ く年度にお いては,3かfザ 継統の最 終年度 とあって,

若干 の補充澗 盗を行い,そ の 後,い ままでの洲 西i資料 を整理 し,比 較研究 を行った。

2.「 醍醐寺の密敏法会 と建築空間に関 する総合的研究 」(総 合研究㈹ 研究代ノ乏

者 東 京大学教授 稲地栄三)

醍醐 寺における密教 廼築 と密教泌会 との関係を復原的 に 考寮す ることを日的 とし,

醍醐 寺の密教法 会の歴 史的爽態,そ れをxえ た 、納 構造,法 会の構成等 を追求する。

その研究分担者 と して,イく{F度は醍 醐,,'ilk史 料の現地調 査並びに塀真撮影 を行った。.

(佐藤)
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3.保 存科学部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造に関する科学的研 究並 びに文 化財のおかれ ている保存環 境の 自

然科学的研究 を行い,こ れ らを基礎 として文 化財の保 存に関す る技 術的研究を行って

いる。研究成果は文 化財の指定 ・保存対 策 ・修復処 胤の基礎資*ミ1として役 立て られ て

いる。 また,文 化財の産地推定の研究 もF掛 けてい る。

研究組織 は,化 学研究室,物 理研究室,生 物 研究室の3室 か ら成っている。 調査 研

究の結果 は,修 復技 術部 と共同の機 関誌 「保存 科学」によ り公表 され る。

受託研究 は修復技 術部と八同の「匡1宝,重 文,口 光 社寺建造物 に関す る研究」を行 っ

た。

科 学研究費「彩 色 文化財の劣化 と保存に関す る実証 的研究」(試験研究(1Dは,修 復 技

術部 と共同で各担 当者が分担課題について調査研究 を行 った。

化 学 研 究室

文化財及びその保存に関す る化学的調査研究(分析 化学 的調査研究 を含む)並 びにそ

の結 果の公表を職 搦 としてい る。

内容 としては,微 量分析,非 破壊 分析,同 位体分析によって,主 として無機物質の

材質 とその劣化に関する研 究,原 料産地に関する研 究を行っている。

物 理 研 究 室

文化財及びその保存に関する物理的調査研究並びにその公表を職務 と してい る。具

体的 には,文 化財の材質 ・構造 を知 るため,γ 線 ・X線 ・紫外線 ・赤外線 などを用い

た非接触的な ア法を開発 し応用す る研究を行っている。

また,展 示 ・収蔵 ・梱包輸送などの保存環境に関 し,温 湿度 ・照明 ・アルカ リ汚染

因fな どが文化財に及ぼす 劣化現 象を把握 し,劣 化 防 止並びにその応用 に関す る研究

を行 ってい る。
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生 物研 究室

文化財及びその保存に関する生物 学的 調査研 究とその公 炎を職務 と して いる。文化

財の生物(微 生物,昆 虫等)に よ る被害の実態調 査,生 物劣化要因並 びに劣化機 構の調

査研 究,加 害生物防除法の研究並びに開 発を行い,こ れ を爽施 している。

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.文 化財の材質 ・構造に関する研究

に}煎 文荒神谷遺跡出土銅剣の渕査

ア 鉛 同位体比

咋年度 に引続 き,今 年度 は既 に約200本 について測定を終 え,な お,測 定を続

けてい る。鉛の塵地は大部分が華北産で,朝 鮮 半島産が 若干あ り,口 本産 は皆

無 である。

イ 元索組成

数 本の螢光X線 分析及び鯖のLC.P分 析か ら銅,ス ズ,鉛 を一L戒分 とする

瀞銅製で あることは陥爽であるが,正 確 なノ螺 組成は不明である。

ウX線 透視写 輿

約140本 につい て1'い,劣 化状態 の融別 にifx.」つ透視写真を得ている。

(2}彩 色文化財の保ftに 関する研究

ア ェ ミシオグ ラフ ィの利川

当研究所 で保管す る明治時 代の絵馬の エ ミシオ グラフ ィを撮 影 し,X線 分析

や赤外 テ レビなどによる澗査結果と比鮫 検肘 した$a'i,伝 統的な 日本画顔 料 と

油彩画顔 料とが混 在 して川い られ ていることがわかった。

イ 油絵 の劣化現 象の研究

日本独特の油紛 の劣化現攻を究 明するため に,約10年 川,種 々の環境に放置

してあった基礎的試 料について,電 〕噸 微鏡,赤 外吸収 スペ ク トル,友 面分析

を行って,劣 化の原因が一一部明 らかになった。

ウ 古代赤色顔 料の研究

八幡山古墳 川土漆棺,向 北原 占墳の赤色顔 料のペンガラを電子顕微鏡でみ る
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と,中 空円筒状凝榮粒r構 造を示 し,現 在のベ ンガ ラの 単なる粒 子像 とは異な

る。 密閉飽 和水蒸 気雰囲気中 に鉄板 を2年 間放置 して生 じた錆 の電子顕微鏡像

が中空円筒 状凝集粒 子構造 を右す ることが観察 され,古 代ベ ンガ ラとの関連 を

研究中である。

工 油彩画表面の結晶性 生成物 に関す る研究

結晶性生成物 を非破壊X線 回折 装置で測定す る とと もに,剥 落 した結晶をイ

オンク ロマ トグラフィーで分析 して紬 晶の生 成要 因について検討 してい る。

2.保 存及び展示環境等に関す る研究

(1)施 設内環境調 在

博物館 ・)さ術館 等の展 示室 ・収蔵庫の温湿度,照 明等の環境 測定,新 設施設 のシー

ズ ニングの検討を行い,保 存 ・展示環境の適否に関 し調 査を行っている。

福島:禰 島県 、Z博物館

編島:郡 山市民文化セ ンター

東京:府 中市郷 一Lの森 博物館

栃木:佐 野 市、'L郷土博物館

香川:金 刀比羅宮博物 館

(2)屋 内汚染因子の除去対 策

T:館 山 市、Z博物館

東京:足 立区 血郷土 博物館

栃木:県 立しもつけ風土記の丘資料館

石川:石 川県 弦歴史博物館

滋賀:滋 賀 県 、ア近代美術館

新 たに建造 され た博物館 ・美術館 の屋 内汚 染因 子を除 去す る対策 と して,吸 着剤 に

よる除去対 策の研究 を行 ってい る。

(3)展 示 室にお ける 日照の影響調査

二条城,庭 園美 術館,根 津美術館の展示室を一年間,光 モニターを使って調査 し,

対 策を検討 している。

(4)博 物 館 ・美術館 にお ける二酸化窒素の測定

大気中の二酸化 窒素が文化財 の保存,展 示環境におい てどのよ うな挙動 を示すかを

把 握す るため,博 物館,美 術館 の展示室,展 示ケ ース,収 蔵庫 内で二酸化窒素 を測定

している。

3.生 物劣化 とその防除

〔1)紙 質類文化財の保存に関す る研究

ア ホキシングの要因には種 々の説が あるので,3種 類 の異 なる要因(カ ビ,鉄,
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樹脂)の ホキシ ングについて,走 査電子顕微鏡 による比較検討 を行っ た。

イ 美術 工芸品には,乾 燥状態 に好ん で生育す るカ ビが繁殖 して被害 を与 える。

軸装,収 蔵 庫か ら分離 したカ ビか ら新種が発見 されたので,そ の分類学的研究

を行った。

ウ 酸性紙 の中和:ジ エチル亜鉛 による」二質紙の中和処理条件 を検討 し,確 実に

中和 し得 る処理 条件を決定 した。

エ ホキシ ング形成機構 を明らかにす るため に,ホ キ シング要 因糸状 菌の代謝生

戊物 並びにホキ シングの分析 を行い,有 機酸,ア ミノ酸等の分析を行った。

② 生物 学的 調s'r.

ア 中尊 ぶ金r,・Y(.の保存状態調 査:覆 堂内の金色堂壁面に発生 したカ ビの調査か

ら覆堂 内環境が推定 され るの で,保 存環境の設定の湿度L限 を助言 した。

イ 楽 器の生物被害測 査:三 味線,笛(イ ン ド),絃 楽 器(パ キスタ ン)等に発生 し

た生物被害 を調 査 し対 策を助言 した。

ウ アル ・タール遺跡川 上の遺 物調査:保 存中の絨椴 に発'J:した カビについて渕

査 し今後 の対策 を検討 した。

エ 国 立歴史民俗 博物館 の展示施般における生物被害 の対 策を検 討 した。

オ 中華民国国 、2故宮 博物1'sicGこおけるu化 財 の生物被害澗 侮等 を行 った。

力 中華民国台1樹fに おける廼 造物,図 書館簿 の 文化 財 の生物被害調 査 を1'っ

た。

キ ネ フェル タ リ王妃墓の壁lllli保存の総傷 凋査に参力IIし,生物学的調査 を爽施 し

た。

(3)生 物被害防除の爽施

ア 奈良藁師堂の木彫の'占虫処 理を行った。

イ 高松塚の徽生物調査 を爽施 している。

4.そ の他

に)古 代漆断片試料の研究

電 子顕微鏡によ り,法 隆 一lj+宝物漆皮 箱,壇 鉢の断片ほか8租 の試料の下地固め

の構造,布 の劣化状況を解析 した。

② 石造文化財の凍糸。°1破壊 に関す る研 究
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覆屋 の断熱処置によ る凍結 破壊 防止対策の効果 について,福 島県小高町の薬師

堂磨崖仏を フィール ドと して調 陛を行ってい る。 この冬 の観察 によれ ば屋根,壁,

床下の断熱,隙 間 を塞 ぐな どの 工事(昭和61年 度国庫 補助事業)に よ り,覆 屋 内部

の気温 は約3度Lが り凍結が防il:された。

B.特 別 研 究

金属文化財 の材質技法及 び保存 に関す る科学的研究(4か 年 計画の第2年 次)

金属 文化財について,保 存 ・修復技 術の向1:6こ資す るため,最 新の科学的 方法 によ

り時 代によ る材輿 や製作技法 の変遷,劣 化状況の澗 査を行った,,

1.プ ラズマ発光 分光分析

1.C.Pは テス ト段 階から実川 の段階に ぺ り,銅 鐸な どの定 販分析 を行った。青銅

の場A,主 成分の銅,ス ズ,鉛 のほか,ア ル ミニ ウム,カ ル シ ウム,ク ロム,鉄,ニ

ッケル,亜 鉛,ヒ 素,ア ンチモ ン,銀,金,ビ スマスな どの微 最元素(含 有量0.01～1

%)が 測定 された。一一一つの銅鐸の劣化 の稗度 の異 なる部分を定量 した結果,劣 化 が進

むとスズ,鉛 が本体部分に濃縮す ることが わか った。

2.X線 分 析

同折 によってブロンズ病の 判定可能

3.鉛 同位体比測定

栃 木県,群 馬県,千 葉県,静 岡県,長 野 県か ら近Ii出 土 した銅鐸,銅 剣,銅 鎌,小

銅鐸,馬 鐸 など約50資 料を測定 した。 また,純 銅 に近い組成 を もつ銅造仏や金銅仏 も

多 くの場合 測定可能 な ことがわか った。

4.ガ ンマー線透視撮影

U銅 仏 約10資 料の構造調査をTrっ た。

C.受 託 研 究

1.中 尊寺金色堂の保存環境 の調査研究

金 色堂保存施設の 改修 工事に先 、'rち,金色堂内外の 温湿度環境 を調査 した(現 在 も

継続 中)。 自然の ままでは80%RH近 い高湿度で徽が生える こと,高 湿度の 原因は床

下か らの湿気 と,ガ ラスの隙闇からの湿 気の進入である ことな どを明 らかに した。調
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査結果 を受けた国宝金色堂保存 施設調査委員会 の指導 によ り,保 存施設 の改修 計画が

決定 された。(昭和61～63年 度国庫補助事業)

2.中 尊寺金 色堂等の生物学 的調査研究

中尊 寺金 色堂の覆屋 は,昭 和62年 度 に改修が予定 され ている。現在,空 調 は積極的

に行 っていない。金色堂の壁而に白色粉状 のカ ビが発 生 してい ることが判明 したので,

これ らのカ ビの生理的性質を調査 して,カ ビの発生 を防 止する保存環境条件 の上限 を

求め る調査研究を行 う。その他讃 衡堂等 の保存展示品 について も生物学的調 査を行 う。

4く年度は,金 色覚壁面,一 一'11金輪仏,八 角須弥壇か らカビの試料 を採樂 ・分離 して,

'k理的性質 を実験 中である
。

3.国 宝 ・1要 文化財 日光社寺建造物の保存に関する研究

II光社 、、健 造物 の保 存修1'1!は,本 年度か ら新段階 に入っ たの で,従 来 と視点 を

変えて爽施す ることになった。す なわ ち,同 じ人猷院の処造物であ るが,保 存状態の

良好な夜叉門 と陛しい劣化現敦を示す二天門 との保 存に関 し,次 の項 臼について比較

研究を行 う。(1膝 塗膜 劣化状態,(2膝 塗襲技法,(3)生 物111的環 境条件ミ享であ る。本年

度 は,現 地で夜叉門の保存状態 の調 査を実施 した。

4.鉛 同位体比 測定による新豊陀山D-2号 墳出土青銅製品の原料度地推定

小形 κ銅鏡1面,一 三角緑 神獣鏡1ifil,銅 鉄10点 の鉛同位体比 を測定 し,こ れ らのす

ぺ てが華南産 の鉛 を含 むことを(i(Hかめた。

D.科 学 研 究 費

1.「 考古遺物 の埋蔵環境 におけ る変質現象に関す る研究 」(総合研 究㈲ 研究代表

者 江 ノド義理,研 究協力 者 一・国雅巳,池 木 勲,竹 田満州雄,藤 原棋多夫,

門倉 武夫,町 田 醸)

海底 の埋蔵環 境を北 海道 江策の聞陽 丸遺物について研究 した。 また,鉄 器 さび層 内

の銅 の存在,h銅 製品 の埋蔵環境 内での成 分元素の移助 について も分析化学 的研究 を

行 った。

2.「 非破壊的方法に よる彩色文化財 の総合的現地調査方法の 確立 とそ の 応用に関

す る研究」(総合研究(A)研 究代表 κ 伊膝 延男,研 究 協力r江 本義理,門 倉

武夫,馬 淵 久夫,三 浦定俊等)
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既 存の螢光X線 分析装Fお よびX線 回折装置に リフターを付けて可搬 式に改良 し,

横浜 の三渓園 内に存在する 電要 文化財天瑞 、聲持 堂 覆堂内の彩 色顔 料を非破壊的 に定性

分析 した。

3.「 本邦出土古代ガラスの原料産地 と材質の変遷」(試験研究(1)研 究代表 者 馬

淵 久夫,研 究 協力 者 久保哲三,、F尾 良光,二 浦定俊,永 嶋 正春,青 木繁夫)

弥 生時 代,古 墳時 代,奈 良 平安時代のガ ラス試料 を約250;;i収 集 し,螢 光X線 法 と

放射 化分析 法で成 分を分析 した。

4.修 復 技術 部

(1)概 要

修復技術部は,文 化財の修復に関す る科学的調 査研究 とその公表を主務 とする部 で,

老化破損 した文化財を修復 する方法 を科学的 に調 査研 究 してい る。

研究対象 と しては,絵 画,彫 刻,工 芸晶,瞥 跡,考 古資料,建 造物及び民 俗資料等

極め て広範囲の文化財があげられ る。

研 究組織 と しては,3研 究室,6研 究員,1専 門職 員か らな っている。

第 一修復技術研究室

木 材及び漆 を主材料 とす る文化財 の修復に関す る科学的,技 術的研究 とその結果 の

公 炎を主務 とす る。

第 二修復 技術 研究室

紙,繊 維 又は皮革 を主材料 とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究 とその

結 果の公表を}三務 とす る。

第三修復技術研究室

金属,イi,土 又はその他 の無機材質 の文 化財の修復に関する科学的,技 術的研究 と

その結 果の公表 を主務 とす る。

各研究室 とも経常的 な研究 として,有 形文化財 を構成 している材料,構 造,製 作技

法 についての研究や,そ れ らを修復す るため の伝統技 術の整理体系化 と科学 的裏付の

資料 築積,そ して科学的な材料,技 法 の修復 への応川 と開 発のための実証的 な研 究な

どを爽施 してお り,特 に材質強化,補 強,接 介,剥 落防ii:,朽 損部充填 などについて
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各種合成樹脂の応用 と修復技法の開発に努めている。

これ らの研究過程におい ては,保 存科学 との共同研究が必要な部分 もあ り,ま た,

部内 におい ても一つの文化財が 二つ以上 の研究室に またがる複合的な材質か らなる場

合 も多 く,そ れ らについては各研 究室員による共 同作業 によって研究が進め られ てい

る。

(2)各 論

A.一 般 研 究

1.伝 統的製作技 法及び修復技術の研究

(1}金 工品の研究

関東地区 に所 在す る鎌倉時 代σ)鏡の撤式 ・製作技法 について調 在した。また,仙 台

市瑞鳳殿 出土煙 管の復元研究を行った。(鈴木)

② 漆芸品の研究

中島淑枝氏が 行った東 京国 、Z博物館 の輪花形合rの 修復 に際 し,技 法の調 在を行 っ

た。 さらにサン トリーx術 館所歳 の南蛮蒔絵 タンス,螺 釦 大盆・ ノく和文華館所蔵 の堆

黒 ぐり盆 についてX線 透視撮影等の洲 査を行った。(中里)

③ 装潰技法 ・和紙製造技 術の研究

昨年,日 本郵船小樽 支店襯紙復 元に ついて技術的援助 を行ったが,本 年度 も引 き続

き復元のための試験 製作 を爽 施 した。(増川)

2.彩 色文化財の保存修復研究

顔 料彩色剥落 止用 の接 着剤 を改 良す るため,膠 水 と トル エンのエマル シ ョンを試作

し,そ の性能を検討 したnト ルエ ン中に濃厚 な膠水 を強力に撹 搾 しなが ら分散 させ る

とエマル シ ョンが得 られ る!1こ の液は接;許速度 が早 く,し か も乾燥後に膠層が ス:ポン

ジ状の多孔質な もの になるため膠の内部応力を緩和 させ ることが できる と思われ,そ

のために硬 い厚彩色層の再擾'旨に適 している と考えられ る。従来 使用 している膠 の濃

度 と比較 して樹 脂光沢はかな り縣減 され る。 しか し,膠 層 が白化す ることや接 着性能

の測定が困難なため,今 後 とも基礎 爽鹸 を統 けることが必要 である。

高尾山薬王院 不動 明王他3件 の木彫彩 色像(江 戸末期)の 彩色剥 落 止処 置を実験施工

した。 これ は厚 く硬 い顔 料彩色が木地か ら反 り返え るように層状 に剥離 してい るもの
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で,従 来 か ら使用 している剥 落1上用合成樹脂 では耐 妾漕が 困難 な ものであ る。 これに

対 し一,回は柔軟性 と粘iif力に富 んだメタ クリル酸 ブチルとアク リル酸 メチルの共重合

体(商 品名アク リラ ック)の濃厚 溶液(30-40%)を 注入 して再接着 した。 この樹脂は溶

液Ti合 によって製造 され,比 較 的分r暇 が低いので溶剤 に溶 けやすい。そのため接着

而か らはみ出 した樹脂 は簡 胸 こ除 去す ることが 可能 である。顔料層が剥落 して木地が

露出 している部分 については,市 販nモ デ リングペース ト(ア ク リル エマル ションと

大理石粉末の混合物)で 下 地を塗 り,乾 燥後ノ乏面を磨いて 、ド滑 にした上にアク リル絵

共で簡 単な補彩を施 した。

電要 文化財 旧福岡県 公会堂 貴賓館天 井絵(油 絵)を 塗 りつぶ したペ ンキの除 去作業 を

指導 した。昨 年度 末の試験的1り1腋に1,づ き,塩 化 メチ レン系の市販 塗料剥離剤 を用い

て,汕 絵 を損傷 させず にペンキを完全 に剥がす ことができた。 ペンキ除去後 の画面 に

は黄 褐色のi't然の汚れが付11fしてお り,こ れはIE炭 酸ア ンモンの5%水 溶液で洗浄 し

たが,完 全 に汚れ を落 とす まで にいた らなかった。(樋口)

3.木 造文化財の保存修復研究

国宝「如庵」の虫害で損陽 した袖壁の柱を修復 するため の樹脂処置 に協力 した。従来

のエポキシ系 人工木材による修 復では将来変 色の恐れ もあ り,ま た,充 填 部分か らは

み川 した樹脂がオ リジナル 部分 を汚損 した揚 合それ を除 くことは困難であった。そ こ

で今回は,柱 芯の修復には従来 のエポキシ樹脂 系人1二木材 を用 い,表 面の部分には樹

脂含浸木粉(商 品名 ブレンフィラー)と アク リル樹脂(商 品名パ ラロイ ドB72)の30-40

%ト ル ェン溶液を混合 した ものを充填 した。 これは乾燥後 も溶 剤で容易に除去 できる

ので,オ リジナル表面 を汚損 させる心配 はない。 また,ア クリル樹脂 はエポキシ樹脂

のよ うに紫外線 による顕著 な変 色 も避 けられ ると考えられ る。(樋口)

4.紙 製文 化財 の保存修復研究

絵 画 ・tc跡などのク リーニン グ及ぴ補修のため,空 気,水,溶 剤等 をスク リーンを

通 じて吸引す るテーブル と,超 ボf波振ribi,r漉 紙用漉枠 との組み合わせで,紙,布

の洗浄,紙 本欠失部 の補修,絹 本上の1の 局部脱塾 などの処 置を行 う装置 を開発 した。

欠失部補修(漉 嵌 め)に つい ては,招 へい研pctペ ル・ラーセン氏 と共同実験 した結 果,

通常 の大きさの古文書を取 り扱 うには,比 較的小型のポンプで ト分な効果が得 られ る

方法 を開発 した。(増田)

一Zg-一



調 査 研 究

5.金 属文化財 の保 存修 復研究

鉄製品は,昨 年に引き続 きア リカ リン ・サル フ ァイ ト法 を酒 田市出土蕨 手刀 に対 し

て実施実験 した。 前回の実験 では この処理 後 一部の遺物 で色が黒 く変化す るなどの支

障があった。 これは錆の大部分 を占める3価 に酸 化 されている鉄(ヘ マタイ トあるいは

オキシ水酸化鉄 など)がマ グネ タイ トに 変化す るため と考え られ る。 鉄製n1711の錆の分

析 を行 い,腐 食状態 の違い によって起 こる色の変化を正確に把握 す るため に,今 後 も

爽験 を続 ける必要があ る。

可 溶性塩 類を窒 素ガスを満 た した ソ ックスレー中で脱塩す る方法 につい ては,基 礎

爽験が終わ り,袋 井市愛野 向山遺跡 出・h遺物 などに実施 した。そ の抽 出液 中の塊紮 を

イオン ・ク ロマ トグラフィーで定鼠分析 した結 果,従 来 の水酸化 ナ トリウム法 などに

比ぺ確実 に脱塩処理がで きる ことが判明 し,ま た,処 理時朋 も短 くなった。

シ ランカ ップ リング剤を使用 して,鉄 製品を強化するために減圧含 浸す るアク リル

樹 脂 と錆 の接潜 を改良す る実験 を開始 した。 シランカ ップ リング剤 は有機層 と無機層

聞の接着 を改善す るので,従 来か ら鉄製品 の強化 に仙川 しているアク リル樹 脂 と鉄製

品の錆の接荊を改 良す ることが期待で きる。また,樹1脂 塗膜の微細 な欠陥 や樹脂含浸

だけでは浸透が期待できない鉄 表画の微細 な亀裂 に もシランカップ リング剤が充填 さ

れ,さ らに錆表面を疎水化 して水を排除す る可能性 がある。 そのため接箔性能の改良

とと もに腐食防 止効果 も期得できる。埼1課 深谷 市出1鉄 製品壱こ対 して,ソ ックス レ

ーを用いた脱壇法 とこの シランカ ップリング剤法 を爽 施爽験 した。処理後遺物 を相対

湿度95%の 環境 に60日 間放置 したが新 しい錆びの発生は見 られなか った。

銅 製品については,長 野県堪尻 市弥 ノ神古墳 川」鰍 帯鏡,袋 井 市愛野向 山遺跡 川土

銅 製品一括遺物 にソ ックス レー脱堀 法 とペンソ トリァ ソールによる錆 の安定化処理 を

行 った。(樋口 ・青木)

6.石 造文化財の保存修復研究

史跡北海道小樽 市手宮洞窟保存修復調 査委員会 に参力flして,洞 窟 の風化状態,亀 裂

状 況,合 成樹脂注入 の可能性 簿を測 査 し傑存 計OI重iの方針を立案 した。

重要文化財長野県飯田 市文永 、揖1室 の保存膨復 に 際 し,エ ポキ シ樹脂(商 品名 アラ

ル ダイ トCY230,エ ポメー トBOO2)に よる石材 の接/fl,ア ク リルシ リコーンオ リゴ

マー(商 品名ゼム ラック)に よる擬石処置,シ ラン含浸強化剤(商 品名SS101)に よる塗
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布含浸処 置を指導 した。

lR要文 イヒ財 旧山形県県議会 旧議事堂の修理に伴 う事前調査 として,石 壁,煉 瓦壁の

ク リーニ ング及び澄水処 置,目 地 材の補修方法に ついて調査 した。石壁 に生 じた塩類

の折出,結 晶化汚損 をモーラー氏試薬 によって除去を試 みたが良 い結果 は得 られず機

械 的に削 り落 とす ことに した。 また,汚 損 した煉瓦壁面の ク リーニングには水洗 や重

炭 酸アンモン水溶液 が効果が あるが,ク リーニ ング後の煉瓦 表面 は風化 した多孔質な

面が露 出するため,水 を吸収 しやす くな り凍害の恐 れを生 じさせ ることが 判明 した。

この防止 には シラン樹脂 を煉瓦 に含浸 させ澄 水性 を もたせ る ことが盟 ま しいが,シ ラ

ン樹脂 の吸収 が激 しいため経済的 な面で検討を要す る。(樋日)

爪要 文化財 三爪県 県修 寺如来堂の大型 獅ru瓦 の保存修復処置 につい て調査を行っ

た。内容 は,1)シ ランの含浸,2)亀 裂への樹 脂注入,3)割 損 部の接蒋,4)欠 損 部の新

瓦 接着 補填,5)調 色,6)銅 線縛 り補強である。

電要文化財兵庫県 山邑邸の建築石材(大谷 石)の保存修復処 置に ついて調査を行りた。

外装 部の水に よるク リーニ ングとシラン塗付含浸及 び内外装部の脆弱崩壊性劣化 部の

除去,新 石材 のエポ キシ樹脂によ る貼 りつけ補填 を行 うぺ きと判 断 した。

重要文化財大分県宝筐印塔の保 存修復処置 につい て調査指導を行った。半解体 し取

外 した部分の うち,方 立て石は含 浸法,相 輪石,笠 石は湿布法 で,ま た,取 外 さなか

った部分 は注 き掛 法で,そ れぞれ シラン含浸強化防水処 置を行 った。相輪,方 立 て石

の割損部及び劣化部除去 新材補填 部の接着は エポキ シ樹 脂で行 った。

シラン含浸処置 に伴 う石材の暗 色化 について,カ ラー コン ピューターを用いた実験

研究を行った結果,1)シ ランの含浸量が多いほ ど変色が大きい,2)変 色はほ とん ど明

度 の低下(暗 色化)で 彩度,色 相の変化は極あて小 さい,3)変 色は時間 の経過 とと もに

元 に戻る,4)色 が元に戻 って もシラン処理の効果 は持続す る ことが 明らかになった。

中国の石窟 の保存 に用 いる ことを目的 とした,珪 酸 カ リウムに よる石材の強化,保

存処置に関す る実験 的研究 を中国敦煽研究院 保護研 究所 の李最雄氏 と共同で行った。

その結果SiO2/K20比 の大 きい(3.8-3.9)珪 酸 カ リウムはかな り有効であ り,中 国西

北部乾燥地域 の石窟 の保存 に応用 し得る可能性が あると判断 された。(西浦)

7.遺 跡 ・遺構 の保存修復研究

史跡茨城県勝 田市十五郎穴横穴古墳 の保存 について検 討 した。現 在までの実験 で遺
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跡 を埋 め戻す ことが保存 には一is効 果があ ることが分かっている。本年度 は横穴 内部

の環境保 持と横穴 が掘 られ た崖 の崩壊防止を 目的 とした実施実験 を した。崖の崩壊の

主な原因は土 中水 分の凍結融解である。 これを防ILす るため崖 に断熱効果 の優れ たウ

レタンフ ォームを吹きつけ,周 囲の崖 と調和を取 るためその上 をゼム ラック凝石 で覆

った。また,横 穴入Uは 同 じ樹脂 を使用 して閉塞石 を作 り閉鎖 した。 この閉塞石 は必

嬰 に応 じて取外す ことが可能 である。 この処置に よって埋め戻 しと同 じ効果 を得 るこ

とがで きたため横 穴内部の環境 が改善 された。(樋日 ・8木)

B.特 別 研 究

金属 文化財 の材 質技法及び保存に関す る科学的研究(4力 年、言卜画の第2年 次,保存科

学 部と共 同研 究)

C.受 託 研 究

1.三 ケ日町猪久保遺跡出士銅鐸の保 存修復 に関 する研 究(保{f.科,≫部と共 同研究)

本銅鐸 は,突 線 鉦式 の弥 生後期末の もので,i.体 に腐食が 著:しく表面は粉状でrで

触れる と錆びが付漕す る状態 であった。 また,川Lの 際ブル ドーザーによって下端部

が破砕 されていた。

分析調査

プラズマ発光分光分析によ りこの銅鐸 の材質は,銅95.2%,錫3.2%,鉛4.1%を 含

むブ ロンズであることが判明 した。 また,鉛 同位体測定に よる原料産地推定 分析 では,

華北産 鉛を使用 してい ることがわか り,近 畿式,三 遠 式銅鐸の 値と完 全に一・致 した。

腐 食生成物 の分析はX線 回折法で行い,壇 基性炭酸銅 が検 出されたが塩化銅 は発 見さ

れ なかった。

分析 による塩化銅 は発見 され なかったが,炭 酸銅 の ドに塊化銅が隠れ ている ことが

あ り,そ のためベ ンゾ トリアゾール3%ア ルコール溶 液に浸潰 して腐食生成物 の安定

化処理 を行った。折損 部分 の接合は エポキ シ樹 脂を川 いて行い 欠損部分はガ ラス繊維

にエポキシ樹脂 を滲み込 ませた強化 プラスチ ヅクで補修 した。
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D.科 学 研 究 費

1.「 彩色文化財の劣化 と保存に関す る実証的研究」(試験 研究(i　 研究代表者 鈴

木友也,研 究分担者 江 本義理,馬 淵 久夫,見 城敏 子,新 井英夫,石 川陸郎,門 倉武

夫,三 浦定俊,中 里寿克,西 浦忠輝,茂 木曙,増 田勝彦,樋_.irr'f治,青 木繁夫,柳 沢

孝,三 宅久雄,小 西口卓也)

本年は3年 計画 の第3年 次 に当た り,こ れ までの研究の総括 と報告 井の作成 を行っ

た。 報1書掃}に収録 を1'定 している論 文は次 のとお りである。

目 次

1)「 総説」鈴木友 也

2)材 料

「建造物彩色に用い られ る顔 料のX線 回折法 による測定」門倉武夫,「建築彩色 の修理

時 に使用 され る顔 料の材質 調在」江本義理,「 重 要文化財神部 ・浅間 ・大蔵御視社 の彩

色丁板 の変退色試験 」石川1郎,茂 木曙,「 ア ミノ酸 による膠の同定の試み」見城敏子。

3)調 査

「報告,斜 光照明装 置」増 田勝彦,「エ ミシオグ ラフ ィーに よる絵馬の調査」三浦定俊,

神庭信幸,「重要文化財妙義神 社総門 に使用 され てい る彩 色顔 料の材質 調査」江本義理。

4)修 復処置

「彩 色木彫像の保存修復処置について」樋urr't治,「彩色木彫 像の保存 修復 に用 いた彩

色顔 料 と合成樹脂 による色変化」樋 口清治,今 津 節生,「重要文化財長谷 寺本堂壁 画『廿

五菩 薩来仰図』剥 落止め処置法の研究」増田勝彦,樋 口清治,「顔料彩色層(胡 粉,黄 土)

の粉状剥落の防止処置 について」樋 口清治,岡 部昌f,「 薬王院(高 尾山)本尊不動 明王

及び脇侍 の彩 色保存処置」中里寿克。

5)現 地調査

「重要文化財金 地院東照宮 内部彩色及び重 要 文化財知恩院経蔵 内部彩 色の剥 落 止 め

処i'・h`.の有効性 についての調査」樋 口清治,「襖 彩色層 の剥離の調査」増田勝彦,「 障壁画

保仔環境調査」江本義理,石 川陸郎,三 浦定俊,鈴 木友也。

6)資 料

「丹塗 り塗装 の耐久性」樋 口清治,中 壁野克,西 浦 忠輝。

2.「 絵画 ・書跡 などのク リーニ ンゲお よび 補修のため の新技術の研究」(一般 研究◎
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研究代表 者 増田勝彦)

サ クシ ョンテーブル による5秒 一10秒 間 の洗浄が,水 中浸潰20分 聞位の洗浄効果 と

同等 である ことを確 認 した。 さらに超音 波発信機 との組み合わせによって,従 来最 も

困難 であった塵埃や顔 料,墨 の洗浄 に対 して十 分な効果が あることを確 認 した。

E.そ の 他

1.高 松塚古墳壁画 の保存

国宝 ・高松塚古墳壁画の保存 修復処 置について,本 年度 は特に剥落止処置は行わず

II作 成用 の写真撮影 を主 として行 った。微 生物学的調 査と燃蒸処置は昨年 と同様

に実施 した。(保存科学部 と共 同)

2.量 婆文化財 ・荒神谷遺跡出土銅剣の調査

銅剣の分析 調査にともなうク リーニ ング及びX線 撮影 を行 った。(保存科学部の項 を

参照)

5.情 報 資料 部

(1)概 要

情報資料部は,従 来 美術 部資料室の 行ってきたX術 に関す る研究資料の作成,収 集,

整理,保 管,閲 覧等の業務 を充爽発展 させ,さ らに当研 究所各 部所掌の研究資料 に関

す る情報の統 合化をはか ることを 目的とする。

当部所管の諸資料は美術研 究所創 般以来内外の研究者の利用 に供 され,文 化財 に関

す る研究資料セ ンターの役割 を果 してい る。 この機 能をよ り充実 させ学術情報の増加

と多様 化に対応 した所蔵 研究 資料の効果的利川 を肚るため,昭和60年 度 よ り「美術史学

にお ける多角的情報処理 システムの開発」(試験研究(2})を 中心 に竜算機 を利用 した情

報処理 システムの基礎的研究 に擶手 した。

当部研究員 は,上 記業 務を行 うと共 に 日本 ・東洋 迫術史各分野で研究活動 を行 って

いるが,今 年度は美術部 と共 同 して将別研究「堕画 ・障髄画の実証的研究」に参加 した。

調 査研究 活動 の成果は『美術 研究』ほか学 会誌,x術 部 と共催の公開学術講座 で発表 さ

れ てい る。

o
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当部は,文 献 資料研 究室 と写 真資料研究室の二室 をもって構成され る。

文 献資 料 研 究 室

x術 史 関係 を中心と した図 凄}・雑誌 調査研究 活動 によって収集 され た各種研 究資

料の整理 ・保 管 ・閲覧を行っている。 また,日 本 ・東洋 占美術関係の文献 目録 を作成

してお り,各年分 は『日本美術年鑑』に掲載 し一定期間毎に総合 ・増 裾1し『日本 ・東洋古

x術 文献 目録』と して刊 行 している。現在,昭 和41年 ～60年 分について編纂 作業 をす す

めている。

写 真資 料研 究室

研 究用 写真資料 の作制,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行 うとと もに,各 研究者の調査

研究 活動 に協力 して研究資料 を撮影 し資料の充実につ とめた。 また,こ れ に平行 して

X術 研究所当時 に撮影 したガ ラス製写真原板の転 写を昨年度 に引続 き実施 した。

② 各 論

A.一 般 研 究

1.美 術資料 に関す る情報処理システ ムの基礎的研究

学術情報の著 しい増 加と,需 要の多様 化傾向 に対応すぺ く美術史 研究資料を中心 と

した情報処理システムの研 究を美術 部と協同で行った。

本 年は主 として文献 データペース作成 のためのモデル開発 を行った(科研項 目参照)。

また,科 学研究 費補助金(特 定研究にD「国 立の博物 館・美術館 資料に関す る情報処理ネ

ッ トワー クシステムの整 備に関 する調査研究」(研究代表者 林屋晴三)に 参加 した。(米

倉,鈴 木,島 尾)

2.日 本古代 中世美 術の研究

(1)絵 巻物 の研究

咋 年にひきつづき八 幡縁起 の調査研究(宮),法 然上人伝絵の調査研究(米 倉)を 進め,

その 成果 を『美術研究』に発表 した。

(2)中 世水墨 画の研究

人 麿像 の調査 研究 を行 うとともに,南 北朝 ・室 町絵画 の画讃 資料 の整理 ・研究を進
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めた。(島尾)

3近 世美術史 の研究

「江戸時 代にお ける博物誌 と絵画の関係についての研究」とい うテ ーマの もとに,ヨ

ンス トン『動物図譜』をは じめ とする資料の調査を行い,そ の成果を『美術研 究』誌上 に

発表 した。(鈴木)

昨年に引 きつづき横 浜三漢園 内の臨春閣及び月華殿 障壁画に関する研究を行い,新

知見を含む調査結 果を『三渓 園臨春閣 及び 月華殿障壁画調 査報告 細 壱こまとめ,あ わせ

て臨春閣障壁画に関す る潴問1題を『美術研究』誌上 で考寮 した。(鈴木)

大和文華館1三催の狩野山雪展 シンポジ ウム(61,11)に 参 加 した。(鈴木)

X術 部「林忠正宛,1事簡の研究」に参加 し,林 忠正 よ り購入 され た近世 を中心 とす 美術

品 に関す る海外調 在を行った。(米倉 ・鈴木)

4.中 国絵画研究

今年度か ら富岡鉄斎 ア録の来 舶画人及中國絵画関係事 項の調 査を始 めた。

香 港中文大,.に おけ る中国当代絵 画 シンポ ジウムに参加 して現 代中国絵画の動向 を

調査 し,Aせ て同大学嶺 南派研究セ ミナーに出席 して発ノ乏を1'い,同 大"f文 物館収蔵

商剣父その他嶺 南派作品の鯛査 をfrっ た。 また,台 湾 ・台北市及び台南 市におい て台

湾近代絵画の発展,動 向につい て調査 を行い,中lkl,北31い 中央 〕さ術学院 におい て民

国期展覧会及び画祉関 係資料の調査 を行った。(鶴田)

B.科 学研 究 費

「美術史学における多角的情報処理 システ ムの開見」(試験研'x(21研 究fl'表者?:で

次男:研 究分担 者 柳澤 孝,田 実栄 子,置 完 久雄,関 目jE之,三 輪英夫,佐 藤

道信,山 梨絵美子,米 倉遽火,島 尾 新,鶴 川武 良,鈴 木廣之)

本研 究は美術史 にお ける"f術 的データペースの構築 に関わる,傭条件の調査,目 標 と

すぺ きシステム像の探求 を通 じて,電 算機 を刑いた 日本東洋桑術史におけ る多角的情

報処理シス テム作成のための基礎的研究を行 うことを日的 とす る。

上 記 目的の下 に前年度 にお いて検討 したx術 史におけ る各種 データフ ィール ドの特

性,並 びに設定 され た課題 である文献 デー タペースの構築爽験(戦 後刊行の美術全集所

載美術史文献デ ータペ ースの構築)に 基づ き,今 年度は データ構造が前年度 のモデル と
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類似 す る も のの,そ の 構 造 の 複 雑 な 学 術 雑 誌 所 載 文 献 デ ー タ ベ ー ス の構 築 と キ ー ワ ー

ドの 抽 出,検 索 プ ログ ラ ム を伴 っ た デ ー タ ベ ース モ ヂ ル を作 成 した 。

(il雑 誌 所 載 美 術 史 文献 デ ー タ ベ ース 当 該 デ ー タベ ー ス の構 成 は 雑 誌 典 拠 フ ァイ

ル,雑 誌 台 帳 フ ァイ ル,文 献 フ ァイ ル,キ ー ワー ド文献 対 応 テ ー ブル,キ ー ワ ー ドフ

ァイル か ら成 る 。 文 献 デ ー タ は6,000件 の 人 力 を 終 え たが,こ れ に は 文 献 書 誌 の ほ か

文 献 分類 ・ジ ャ ンル ・地域 ・国 ・時 代 コ ー ドが付 され てい る 。

(21キ ー ワー ド 上 記 文献 デ ー タ の 内容 に即 した キ ー ワ ー ドの 収 集 も同tに 行 っ た。

この キ ー ワ ー ド群 は 美 術 史 デ ータ ベ ー ス にお け る 各デ ー タフ ィール ドへ の 多 角 的 な ア

ブ ロ ーチ を 可能 に す る検 索 語 群 と して管 理 す ぺ く分 類 ・属 性 の 決定 を 行 っ た。

(3)デ ー タペ ース モ デ ルの 作成 上 記 デ ー タの 中 か ら「国 華」所 載 文献(昭 和4ユ ー60

年)を サ ン プル と して 文 献,紅}誌デ ー タ ・分 類 コ ー ド ・キ ー ワ ー ドよ りな る デ ー タ ペ ー

ス モ デ ル を 作成 し,検 索 プ ログ ラ ム を これ に付 した 。

(4)昭 和60・61年 の 二年 次 にわ た る 当研 究 の 成 果 を 「研 究成 果 報告 昌」と して ま とめ

た 。

6.敦 燵文化財保存修復に関する調査研究

人類の貴重 な文化遺産 として国際的に高 く評 価され てい る中国の敦焼莫 高窟壁画は

経 年による剥落等 の損傷が著 しく,そ の保存修復の対策が急務 とな っている。昭和59

年の 日中両 国外相会談及 ぴ昭和60年 の 日中 文化交流政府間協議において,こ れ らの保

存に関す る 日中協力が合意 された。当研究所 は本年度か らこれに関わる調 査研究事業

を政府開発援助(0.D.A)予 算 として認め られ,下 記の事業を実施 した。

(i1敦 煙 莫高窟壁画保存修 復協力会 議

本事業の進め方について総 合的 な検 討を行 うため,美 術史,保 存科学,環 境保全,

修 復技術等 にかかる専門家 か らなる12名 の 委員,当 研究所 の関係者,文 化庁 の担当者

による会議 を現地調査の前後2回11{和6151=10112011とi昭 和62年2刀26日 開催

した。

(2)中 国への専門家 の派遣

第一回訪 中団 として下記の メンバ ーが昭和61年111jg～2011に 訪 中 し,木 調査研究

事藁の今後 の進 め方等 につい て中国側関係 者一 中国 文化部 文物 局,対 外 連絡 局,文
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物 保護科学 研究所,敦 焼研究院関係者一 と協議を行い,ま た,敦 焼滞在 中(13日 ～

16日)敦 煽 莫高窟壁 画の保存状態,環 境条件等の現地調査 を行 った。

団長 内 田 弘 保

伊 藤3男

江 本 義 理

福 田 正 己

鶴 田 武 良

黒 崎 勝 之

文化庁文化財保護部長

東京国立文化財研究所長

東京国立文化財研究所保存科学部長

北海道大学低温科学研究所助教授

東泉国立文化財研究所情報資料部写真資料研究室長

文化庁文化財保謹部伝統文化課課長補佐

(3}中 国か らの専門家 の招へい

昭和62年3月19日 ～28日,呉 春徳中国 文化部u化 連絡局副局長 を団長 とす る6名 の

中国訪f1団 が 口本 を訪れ,文 化財の保存修復に関 する澗 査を行 うとともに 日本側関係

苦との協議 を行った。

(4)日 中共 同研究

中 国敦焼 研究 院保護研究所副所長の李最雄氏が,昭 和61年12月 から昭和62年3月 ま

での4ケ 月聞,当 研究所 修技復 術部におい て 日中共同研究「中国石窟の保存 を目的と し

た硅酸塊に よる石材の強化 保存処 置に関す る爽験 的研究」を行った。

7.主 要研究業績

①:著 書 ・編 誉 ②:論 文

日召x[161.4角げll召不062.3

③:解 説 ④:研 究発ノ乏 ⑤:講 演 ・放 送 ⑥:そ の他

美 術 部

柳 濯 孝(美 術 部畏)

② 輿 註八祖行状図 と廃 寺永 久、¥真,f"w:障子紛 ㈲ 「美術研究」337

関 口 正 之(第 一研究室長)

④ 日本仏画におけ る釈迦八 相図 につい て

追術都 ・情報資料 部公開学術講座

三輪 英夫(第 二研究室艮)

② 百武兼 行「格闘図」の周辺 「季 刊 イ`のr帖 」XXXIX昭 森社

一38一
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主要研究業績

② 原 田III.次郎 と歴史画(共 同執箏)「 美術研 究」33762.2

⑤ 明治洋画 と西洋 静岡県立美術館61.9

⑤ 明 治中期 の洋 画 一 白馬 会を中心 に一 神奈川 県立博物館61.11

田実 栄子(・セ任 研究官)

② 日光山輪ヨ三寺伝来胴 薪三領並 びにそれ らの修理 及び復元模造につい て 下

「美術研究」33661.8

③ 「日本大百科全 書 全25巻 小学館」の染織 ・服飾関係項 目を分担執惟,完 了

した。62.2

④ 室町 ・桃 山時 代の小袖 と胴服 一特にその意匠について一

美術 史学会東支 部例会62.1

⑥ 仙ft1JJ物 館 からの依嘱 で,新 出の桃ICI江 戸初頭月艮飾類12点 の調査 と,仙

台市博物館 学芸員にその価値解 明及び資料取扱法 ・調査法を指導 した。62.3

⑥ 「山邊知行先生執筆文献目録」

三宅 久雄(主任研究員)

② 仏師行快の事蹟

⑤ 飛鳥仏から鎌倉仏まで

⑤ 仏像鑑賞講座

佐藤 道信(第二研究窒)

② フェノロサと周辺の画家逮

② 狩野芳崖く文明開化の間に〉

③ 「明治・大正 ・昭和の仏像仏画」

0

山邊 コ レク シ ョン田 別 冊 源 流 社61.10

「美 術 研 究」33661.8

川 越 市 古 谷 公 民 館61.9-x61.10

大 宮 市 大 宮 公 民 館61.10～61.11

「]しotus」762.2

「三 彩 」47362.2

Vo1.2・3作 品 解 説 講 談 社62.1～2

フ ェノ ロサ ・芳崖 の革新的 日本画団体鑑画会における作 品作家 に関す る調査

研究 「鹿島美術財 団年報」361.12

④ 在米近代 日本画について 明治美術研 究学会例会61.12

④ 在米近代 日本 画について 美術 部 ・情報資料部研究会61.12

④ 在米暁斎作品について 河鍋 暁斎 研究 会例会62.1

④ フ ェノ ロサ ・芳崖の革新的 日御而団体鑑画会における作晶作 家に関する調査

研究 鹿島美術財 団研究発表会62.2

⑤ 近 代 日本画 と西洋絵画融合の歩みX術 部 ・情報資料部公開学術講座61.11
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調 査 研 究

山梨絵美子(第 二研究室)

② 美術1.ア メ リカ絵 画史2.肖 像彫刻か ら芸術へ3.建 築 と工芸 の流れ

「ア メ リカ ・ハ ン ドブック」 三省堂61.10

② 明治20年 セオ ドア ・ウォレス展 の「安仲」による展評 をめ ぐっ て

明治美術研究学会第19回 研 究報告61.12

② 小 林清親『高輪牛町腕 月景』をめ ぐって 一 明治期 にお けるアメ リカ美術 の影響

(上)「x術 研究」33862.3

④ 明治20年 セオ ドア ・ウォレス展 の「安仲」による展押 をめ ぐって

明治x術 研究学会第19回 例会61,12

④ 小林 消親 「高輪牛町鵬 月,i」をめ ぐってx術 部 ・情 報資料ii研162.1

芸 能 部

三隅 治雄(芸 能部長)

① 芸能 の谷 企4Y

③ アジァにお ける仮而の芸能 国際 研究榮会

佐藤 道子(演 劇研究室長)

② 口本 にお ける仏教J'と 仮而芸能 一 鬼を中心に一一

③ 比叡 山の伝統行事

④ 醍醐 寺にお ける悔過会の諸間題

④ 日木にお けろ仏教f1"と 仮面芸能 一鬼をi心 に一

⑥ イタ リアの若者 と

廣瀬 美都(演 劇研究室)

② うたとかた りをめ ぐる 南 封様 式化の諸相

新 葉≡ネt61.8～12

「Jlillofヒ 貝'f」27661.9

「季 刊 自然 と 文化 」61.12

「月 刊 文化 財 」61.4

顕 密 仏教 研 究 会61.4

国 際 研 究集 会61.9

「環 」12号61.9

「日頭 伝承 の比校研究 皿」 弘文堂61.12

蒲生 郷昭(晋 楽卿踊研究室長)

② 長唄正本研究⑭～⑭(共 同研究)「 邦藁 と御 踊」430～44161.4-x62.3

② 演 歌歌唱71cの二,三 の側而について

一 メ ログラフを用いて森進 一とペルカン ト唱法 とを比鮫す る一

「諸民族の音 一 小泉 文夫先 生追悼論文集」is之 友社61.7
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主要研究業績

② 斉楽取調掛 におけ る長唄詞章の改良について

「1¥楽と音楽学一 服 部 ・;ξ三先生還暦 記念論 文集」 貯楽 之友社61.11

② 初期の三味線 を絵画 に見 る(1)～(2}「 季刊邦楽」49～5061.12.62.3

③ 邦楽用語辞 典 補遺編(3}～(4》 「季刊邦楽」47～4861.6～61.9

③ 仔 野の摘Pt」解 説 「干野の摘草」 べ りかん社61.8

④ 近 世初期風俗画 に描かれた三味 線について 東洋1Y.楽学会定例研究会61.9

⑥ 蹄遣い,豊 竹筑 前少橡,ii5.竹比 太夫(井野 辺潔 ・横道寓里雄ほか)

「義 太夫節の様式展開」 アカデ ミア ミュージ ック61.11

高 桑いつみ(肖:楽舞踊研'究室)

④1え 岩流唱歌付 をめ ぐる一 考察

羽 田 爬(民 俗芸能研究室長)

① 能の作者と作品(横 道萬里雄 ・西野 春雄 と共著)

③ 国.7.能楽覚 の能 と狂ir

④ 能 ・狂 、蓄における仮面 の用法

⑤ 復曲能「三山」解 説

⑥ 裾 呼;堂 本正樹「世 阿弥」

⑥ 轡評;古 川久 ・小林 責 「狂 註辞 典 資料編」

⑥ 復 曲狂言「狸腹鼓」演餌協力

中村 茂子(主 任研究官)

④ ささらと芸能

④ ささらを使 う芸能 一風流踊を中心に一

仲井幸二郎(民 俗芸能研究室)

③ 口訳民謡集@～@(連 載)

東 洋晋楽学 会大会61.10

岩波書店

「月刊文化財」

国際研究集会

NHKTV

東京新聞

能楽タイムズ

国立能楽堂

62.1

61.9

61.9

61.5

61.5

61.6

61.10

芸能部夏期学術講座61.7

民俗芸能学会研究例会62.3

「み ん よ う文 化 」61.4.62.3

酒屋唄 ・津軽山唄 ・北海 よされ節 ・稗掘節 ・北海盆唄 ・網 の し唄 ・岩室甚句

やがえ節 ・安来節 ・粘1節 ・金 毘羅船 々 ・祖谷の粉 ひき唄

③ 「日本の民謡」解 説

⑤ 民謡人の常識

⑤ うた と日本人

⑥ 日本民謡の知識

IW.'r.劇場 公演「日本 の民謡」プログラム

財団法人 日本民謡 協会民謡教 養講座

財団法人 日本 民謡 協会民謡教饗講座

民謡 文化 協会研修会

一一41-一
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調 査研 究

⑥ 民踊指導者の心得 ビクター民踊研究会(名 古屋)62.2

保 存 科 学 部

江本 義理(保 存科学部長)

① 水 中考古学一引揚げ遺物 の保存

「続 考古 学のための化学10章 」 東京大学出版 会61.4

① 商松塚古墳の状況及び調査 活動 に伴 う保存科 学的処 置について

「国宝 高松塚 占墳壁画一保存 と修理」 文化 庁62.3

② サ ン トリー美術館所蔵 の中国清代 に鰻造 され たガラス容器の螢光X線 分析

(富沢,富 永,土 屋 と共著)サ ン トリー美術館 論集2号62.3

② 文化財の材質 と劣化「文化財 の虫 菌害 と保存 対策」 ㈱文化財虫害研究所62.3

⑥ 文化財の科学的保存について

第2回 写 真保存 シンポジウム 日本写真学 会61.7

⑥ 保存科学概論,彩 色材 料 博物館 ・)さ術館等保存担当学芸員研修61.8

⑥ 史料 の保存科学 近世史料取扱 講習会61.9

馬淵 久夫(化 学研究室長)

② 青銅器の鉛同位体 比測定

栃 木県埋蔵 文化財 報告1韓76「 兄の㍗:伸ll社占墳 ・米 山占墳」61.3

② 新保遺跡出土1号銅 器の鉛 同位体比 測定 「新保遺跡1」61.3

② 広島県千代田町中出勝負峠墳墓群 川1鋼 鏡の鉛同位体比

広島県埋文セ ンター1調査 報告49「 歳の神遺跡群 ・中出勝負峠墳墓群」61.3

② 古代韓国青銅器に対す る小考 「人韓金属学会誌」別冊24-461.4

② 月見城遺跡ST2出 土銅鏡 の鉛 同位体比

広 島県埋 文センター調査報告54「 月見城遺跡」62.3

② 朝 日観音古墳群出土青銅 器の鉛 同位体」七

南河 内町埋蔵文化財澗査報告欝2「 朝 日観音遺跡」62.3

② 瑞雲双鶯八 花鏡 の鉛 同位体比

「中央 自動庫道長野線埋蔵 文化財発掘調査報告書1」62.3

③ 考古学 と化学 「化学工業」37-861.8
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主 要 研 究 業 績

③ 考 古 遺 物 に 秘 め られ た 情 報 「科 学 」56-961.9

④ 古 代 青 銅 原 料 の キ ャ ラ クタ リゼ ー シ ョン

第22回 応用 ス ペ ク トロメ トリー東 京討 論 会(東 京 商 船 大 学)62.3

⑤ 日本 の 古 代 史 の 謎 に 迫 る青銅 器 の さ び の 分析 腐 食防 食 協 会 講 演61.4

⑥ 金 銅 仏 の 鉛 同 位 体 比 の 測 定 に つ い て

第19回 東 京国 立博 物 館 資 料 館 セ ミナ ー62.3

見城 敏 子(物 理研 究 室 長)

② 赤 色 色素 の 変退 色 「保 存 科 学 」第26号62.3

●CertainDeteriorationFactorsforWorksofArtandSimpreDevices

toMonitorThem

TheInternationalJounalofMuseumManagementandCuratorship

1986,5

⑤ 文 化 財 の保 存 環 境 文化 財 保 存 対 策 研 究 所61.4

⑤ 文 化 財 の保 存 対 策 ㈲ 文化 財 虫害 研 究 所61.9

新 井 英 夫(生 物 研 究 室 長)

① 文 化 財 にお け る防 菌 防 徴 「防 徽 ハ ン ドブ ック」 技 報 堂61.5

1Qllbiodeterioramentodeibeniculturali:libridocumentioperegrafiche.

「SCRIPTAVOLANT」PARKER61.7

① 文 化 財 の防 菌 防 徽 剤 「防菌 防 徽 剤 事 典 」 日本 防 菌 防 徽 学 会61.8

QtAntimicrobialFactorsFoundinVirginTumuli

PBiodeterioration6dABCInternationalMycologycalInstitute61.12

① 文 化 財 劣 化 微 生 物(徽 ・細 菌),博 物 館 等 にお け る燃 蒸 庫,文 化 財 の 生物 劣化

防 除 対 策 「文化 財 の 虫菌 害 と保 存 対 策 」 ㈲ 文 化財 虫 害研 究所62.3

① 高 松 塚 古 墳 壁 画 の 微 生 物 学 的環 境 と その 対 策

「国宝 ・高 松 塚 古 墳 壁 画 一 保 存 と修理 一 」 文化 庁62.3

② 文 化 財 保 存 科 学 に お け る走 査電 子 顕 徽 鏡 の 利用(1),(Ⅱ)

古 代 漆 下 地 技 法 と紙 の褐 色 斑 解 明へ の試 み(見 城,鈴 木 と共 著)

「日本 電 子 ニ ュー ス」26(2),〔3)61.4,6
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調 査 研 究

② 酸性紙 の中和 につい て(第2報)ジ ェチル亜 鉛によ る上質 紙の中和処理条件

(森,井 上 らと共著)「 文化財 の虫菌 害」1161.7

QApplicationofScanningElectronMicroscopeintheFieldofConserva-

tionScienceofCulturalProperties(T.Kenjo&T.Suzukiと 共著)

「JEOLnews」25E(1}62.1

② 紙質類文化財 の保存 に関す る微生物学的研究(第5報)Foxingか ら分離 し

た糸状菌 の生理 的 ・形 態学的性質,foving形 成機 構お よび防除対策 について

「f呆イ'禾斗'し」全」2662.3

③ 森八郎博士の叙勲の栄をたたえて 「文化財 の虫菌害」1161.7

③ 紙 の褐色斑点に つい て 一その正体 と防IL策 一 「Elj刷情 朝運」47(2162.2

④ 紙質類文化財の保存 に関する微生物学的研究(第4報)3租 類の異 なる要閃

によるfoxingに ついて 第81`1111ゴu化財科学研 究会大会61.5

④ 絵 画等 に発生 した絶 対好稠性糸状菌 とBeauveriasp.に ついて

II本繭学会第30回 大会61.5

④ レンズを劣化す る糸 状菌 について

第61111細'lti・等速電i気泳動 シンポジウム61.12

⑤ 文化財の保存 と生物"f中:筆 民1剛国 、ア故宮 博物院61.7

⑤ 美術館におけ る収蔵 物の保存法 一'1物 による破害 とその防除法一

fF};化rけ.立美裾」食露61.7

⑤ 文化財保存科学 にお ける生物 学的研究 台南 市政府61.8

⑤ 文 化財の生物劣 化 一虫徽響5一 博物館 ・X術 館 等保 存担 当学2ξ員研修 会61.8

⑤ 文化財 の微 生物 による被宵 とその防除(第8回 文化財虫徽害保存研修会)

αの文化財虫害研究所61.9

⑤ 書籍を保存するNHKラ ジオ第1「 話題 の指定席」61。12

⑤ 文化財虫菌害防除作藁一ll任者の研修 と能 力認定の粥習会

αの文化財虫害研究所62.2

門倉 武夫(主 任研究官)

② 建 造物彩 色に用 いられ る顔 料のX線 回折法による分析

「科学研究費報告書」62.3
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主要研究業績

② 高松塚 占墳壁画修理の溶剤蒸気除去対策 「国宝高松塚 占墳壁 画」 一保存 と

修復一 文化庁62.3

② 三ケ 日町出 ヒ銅鐸の腐食生成物の分析結果 「受託 研究報告書 」62.3

⑤ 口本 にお ける油彩画の劣 化につい て

第8回 文化財科学研究会 講演会大 会61.5

⑤ 展示環境II一 環境 と劣化一 博物館 ・x術 館 等保存担当学芸 員研 修61・8

石川 陸郎(・1{任研究官)

②llガ 文化財 とX線 写真② 「軟X線 の科学」VoL2,No.261.8

② 坂東谷遺跡幽土鉄板に つい て 坂 東谷遺跡発堀 報告 書62.1

② 彩色建造物 に川 いられ る顔 料の劣化試験 「科 学研 究費報告書」62.3

④ 紫外線 の絵画への応用 保 存科 学部研究 会61.5

⑤ 文化財展示照明 博物館 ・x術 館 等の保存担 当学芸員研修 会61.8

⑤ 科学写真の文化財への応用 博物館 ・)さ術館等 の保存担 当学芸員研修会61.8

三浦 定俊(主 任研究官)

① 高松塚 占墳の温湿度(斉 藤 、F蔵と共同)

国宝 ・高松塚古墳 壁画一保 存と修理一 文化庁62.3

② エ ミシオ グラフィによる絵 馬の調査(神 庭信 幸と共 同)「 保存科学」2662.3

② ドーサに よる和 紙の劣化(増 田勝彦 とJl・同)「 科学研究費報告書」62.3

④ 鶴林 寺太子堂調査 におけ るエミシオグ ラフ ィーの利用

第8回 占文化財科学研究会大会61.5

④ 二次 ・L子放射 を利川 したX線 撮影法の 日木絵画IV'VI-1.への応用

第24回SICE学 術講演会61.7

④ エ ミシオ グラフ ィーに用いるフ ィル ムの選択 保存科学部研究会61.9

⑤ 温湿度の計測,測 定器機の補正,科 学写 真のu化 財への応用

博物館 ・x術 館等の保存担当学芸員研 修会61・8

⑥ ハイ テクでのぞ く歴 史の謎 「ウー タン」61.7

⑥ 砂漠地帯 ・温帯 における岩賭 美術の保存:そ の 術語榮(r!、文和 訳)

「`呆イ'溶卜'"r'」2662.3

一45一



調 査 研 究

森 八郎(生 物研究 室)

① 文化財の虫菌害 と保存対 策(伊藤,登 石,江 本,樋 ロ,見 城,新 井,増 田ほ

か共 著)

② 昭和25年 御遺体 調査を担 当 して

② 酸性紙の中和について(第2報)

② 防 虫 ・防 徽 額 縁 に つ い て(予 報)

QDistribution,Damage,CurrentandPotentialControlMeasuresofthe

FormosanSubterraneanTermite,CoptotermesformosanusShiraki,in

Japan.(英 文)「llr文 化 財 の 科 学」3161.12

④ 防 虫 ・防 徴 額 縁 につ い て(r報)第8回llr文 化 財 手ミ1学研 究 会 大 会61.5

⑤ トライ&ト ライ(シ ロア リの 道 しるペ フ ェ ロモ ン)NHK・TV61.5

⑤ ク ロー ズ ア ツプ(シ ロ ア リ)NHK・TV61.6

⑤ 文 化 財 の虫 害 と防 除(第8回 文 化 財 虫 徽 害 保 存 研 修 会)

㈱ 文化 財 虫害 研 究所61.9

⑤ 文 化 財 虫 菌 害 防 除 作 業 主任 者 の研 僻 と能 力認 定 のll緯習 会

側)文 化 財 虫 害研 究所62.2

鈴 木 友 也(修 復 技 術 部長)

① 大 山祇 神 社 と武 士 の信 仰 「国 宝 へ の 旅 」第4ypll木 放 送 幽 版 協 会61.12

② 文 化財 保 存 修理 論(試 論)「 保 存 科 学」2662.3

⑤ 武 士 の 晴 姿x意 職 と僧 仰 一 熟 川 神 宮,中 日新 聞 社61.1

⑤ 保 存 修 復概 論 博物 館,x術 館 等 の 保 存担 当 学 芸 員 研 修61.8

⑤ 工 芸 品 の 修 復 と調 査61年 度 指 定u化 財 展 示 取 り扱 い1・`N会 文 化 庁61.9

中 里 寿 克(第1修 復 技 術研 究室 艮)

② 鎌 倉 時 代 漆 芸 技 法 資 料1補 遺 ・一梅 蒔 紙 予箱'三 嶋 大社 蔵 一

「保 存 科 学」2662.3

増 田 勝 澄(第2修 復 技 術 研 究 室 長)

③ 古 文化 財 科学 研 究 会 の 沿 革 と第8回 大 会 よ りの所 感 「月刊 文 化 財 」27461.7

③ 土 佐典 具帖 紙 いの 町 紙 の 博 物 館62.3

1

㈲ 文化財虫害研究所62.3

私 の平泉(中 尊寺)61.4

ジ ェチル亜 鉛によ る上質紙 の中和処理 条件

「文化財 の虫菌害」1161.7

「保存 科学」2662.3



主要研究 業績

③JapanesepaperandHyogu「ThePaperConservator」962.3

③ 和紙 の製造 「文化財 の虫菌害 と保存対策」 ㈱文化財虫害研究所62.3

④ 〔報告〕 斜 光照明装 置 「保存科学」2662.3

⑥ 表具の科 学 博物館,美 術館等 の保存担当学芸員研修61.8

⑤ 欧米 における紙本文化財 の修復について

61年 度指定文 化財修理技術者講 習会 文化庁61.9

⑤ 紙 製文化財 の保存 第5回 文化財保存研修会 群馬県立歴史博物館61.10

⑥ 史料 の傑存科"fI近 世史料取扱購習会 国立史 料館61.10

⑥ 金唐 壁紙 の復元 文化財保存修復研究協議会61.10

⑥ 資料 の修理 一歴史 資料一

61年 度歴史民俗 資料館等 ζ享門職員研修会 国il.歴史民俗博物館61.12

⑥ 外国にお ける文化財修理 のための和紙

高知県 乎漉和紙組合研修会 高知 県P漉 和紙組合62.2

⑥ 和本,i{iの 保存と修 復 一漉嵌機に よる修復一 資料保 存研究会例会

資料保存研究会62.3

⑥ 図書館の ための保存科学1986年 図書 館大会 第12分 科会 図書館協会62.3

⑥ 高松塚古墳壁画 の損傷状況 とその修理(渡 辺と共 著)

「国宝高松塚 古墳壁画 一保存 と修理一 」 文化庁62.3

⑥ 高松塚古墳壁画修理記録原図の作成

「国宝 高松塚 古墳壁画 一保存 と修理一 」 文化庁62.3

⑥ 高松塚古墳壁画 の修理器貝と使用材 料(渡辺 と共著)

「国宝 高松塚 古墳壁画 一保存 と修理一 」 文化庁62.3

樋 口 清治(第3修 復技術研究室 長)

② 顔 料彩色層(胡 粉,黄 土)の 粉状剥落 の防止処置について(岡 部 と共著)

「保存科学」2662.3

② 手宮洞窟保存修理にかかわる介成樹脂処置について

「.,r洞 窟 保存修理調 査委員会 報告書」61。7

② 石塔の樹脂処置 「重要文化財五 輪塔(鎌 田家)修 理工事報告書」62.3

② 文化財 の保存 ・修復 と合成樹脂

一4?一



調 査 研 究

「文化財 の虫菌害 と保存対策」 働文化財虫害研究所62.3

② 高松塚 占墳壁 画の剥落 どめ と合成樹脂

「国宝高松塚 占墳壁画 一 保存と修理一 」 文化庁62.3

③ 文化財の保存処理 一木材 ・石材一

「コンセル ポ」No.7文 化財 保存計画協会61.6

⑤ 保存材料 埋蔵 文化財発掘技術者研 修会61.5

⑤ 文化財の修理 一i三と して木造,石 造文化財を中心に一

東 京都文化財 セ ミナー61.6

⑤ 部材の科学的補 修 文化財建造物 修理技 術行溝習会(上級 コース)61.9

⑤ 合成樹脂 による 文化財 の保 存と修復

第8回 文化 財の虫 菌害傑存対策研 修会61.9

⑤ 美術工芸 品の 修理 と合成樹脂61年 度指定 文化琳修理技 術者講習会61.9

⑤ 民俗 資料 の修理61年 度歴 史民俗 資料館 埠専1"1職n研 修会61.12

西浦 忠輝(1三任研究官)

② シラン含 浸処理 に伴 う1i材の変色に関す る研究(第lr1:);測 色計による変色

の解析:石 造文化財の保:存・修復処 醗に関す る研 究 「llゴ文fヒ財の科学」3161.12

② 中国 の石窟の保 存を口的 と した珪 酸塊 による石材の強 化,保ff処 置 に関す る

実験的研究(李 と11・)所 内報告,敦 煽 研究院 報告61.3

④ シラン含 浸処理 に伴 う{;材の暗色 化に関する実験 的研 究

第81"111f文化財 科・'fFJf会購演大 会61.5

④ 我が国 におけ る磨崖仏の保仔につい て 保 仔科学部研究 会61.7

●ConservationofRock-cliffSculputurcinJapan

llthllCCogreasinBologna61.9

④ 澄水性 シラン処Plldi材か らの水の蒸発 と塊結 晶による破壊挙動

奈 良国 、γ文化財研究所保fl科 学研究集会62.2

⑥ 第11回IIC大 会 に参加 して 「保存科学」2662.3

青木 繁夫(主 任研i'c)

② 筑 波山古墳出⊥鉄 製品 の錆の安定化処理 に関す る研究 「傑存科学」2662.3
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主 要研究業 績

④ 日本における青銅 遺物 の保ff修 復に つい て

文物 の保 存披 術に関す るアジア地区セ ミナー61.4

③ 文物の保存技術に関す るアジア地区 セ ミナーに参加 して

「C1文 化財 科学会会報」1261.12

⑤ 金属文化財の保存修復 博物 館 ・美術館 等の保存担当学芸員研修61.8

⑥ 三 ケ 日町猪久保遺跡禺上銅 鐸の保fr一修復 に関す る研 究 「受託研究報告」62.3

⑥ 高松塚 占墳 出上金属製IIIの応急的保fr一処理

「国宝 ・高松 塚占墳壁画 一・保存 と修唖1-」 文化庁62.3

情報資料部

宮 次男(情報資料部長)

② 八幡大菩薩御縁起と八幡宮縁起 下

② 妙法、¥蔵妙法蓮華経金字宝塔曼陀羅について

② 八幡大菩薩御縁起と八幡宮縁起 附載1

⑤ 戦記絵Yに ついて

米倉 迫夫(文献資料研究室長)

④ 日本東洋占美術文献目録とそのデータベース化

④ 法然上人伝 と霊験図

④ 法然上人伝絵の諸本について

② 法然上人伝絵 と霊験図一rk経 霊験 図を中心と して一

鶴 田 武 良(写 真資料研究室長)

② 鉄翁 ・逸雲 ・湘帆 について

③ 米園現在中国画'"u1i所在一一覧

③ 郭英声寛是中国人

④ 来舶画人研究にっい て

●JapaneselnfluenceonGaoJianfu

⑤ 来 日中国人画家 と舶載 明清画

⑤ 来舶画人を通 してみ た明清絵画
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「美 術研 究」33661.8

「美 術研 究」33762.2

「美 術 研 究」33962.3

国 文 学 研究 資料 館61.7

美術部・情報資料部研究会

東東国立文化財研究所総合研究会

金沢文庫学芸部

「美術研究」339

「国 華 」1098

「Museum」422

台 湾 ・民 生 報

X術 部 ・情 報資料部研究会

香港中文大学

fi・ 台 南市文化セ ンター

台湾 ・fi北,行 政院 文化建設委員会

61.7

62.3

62.3

62.3

s1.is

61.5

1986.11

61.4

61.5

61.10

s1.io



調 査 研 究

⑥ 中国のイエシ ロア リ属(翻 訳)「 文化 財の虫菌害」12

鈴木 廣之(写 真資料研究室)

② ラクダを描 く 一 円山応震筆賂駝図 をめ ぐって一 「美術 研究 」338

② 三漢 園臨春閣障壁画の復元的 考察 「美術 研究 」339

④ 日本 ・東洋 占美術関係文献デ ータベ ースについて(共 同発表)

日仏美術学 会全国大会

島尾 新(文 献資料研究室)

② 常盤 山文庫蔵柿 本人麿像に つい て 「X術 研究」338

④ 日本 ・東洋 古美 術関係文献デ ータベ ースについ て(共同発表)

日仏美術学会全国大会

④ 柿本人麿像 についてx術 部 ・情報 資料 部研 究会

61.10

62.3

62.3

61.10

62.3

0.
　

　

.
　6

21
9

16
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(1)美 術 研 究

61年 度は336号 から339号 までが下記の内容で刊行 された。A4判,各 号40頁,原 色

図版2,単 色図版8.

襲術 研究336号(昭 和61年8月)

仏 師行快 の事蹟 三宅 久雄

八幡 大菩薩御縁起 と八幡宮縁起 下 宮 次男

日光 山輪王寺伝来胴 着三領並びにそれ らの修理及 び復 元模造について 下

神 谷 栄 子

藁術研究337号(昭 和62年2月)

原 田直次郎 と歴史画 申江 彬

三輪 英夫

妙法寺蔵妙法蓮華経 金字宝塔曼 陀羅につい て 宮 次 男

真言八祖行状図 と廃 寺永久寺真言壷障子絵 ㈲ 柳澤 孝

日観 と墨葡萄 島 田修二郎

蔓 術研究338号(昭 和62年3月)

常盤山文庫蔵柿本人麿像 につい て 島尾 新

ラクダを描 く 一 円山応震筆酪駝図 をめ ぐって一 鈴 木 廣 之

小林漕親『高輪 牛町朧 月景』をめ ぐって

一 明治期 にお けるア メリカ美術 の影 響(上)一 山梨絵美子

藁 術研究339号(昭 和62年3月)

三漢園臨春 閣障壁画 の復元的考察 鈴木 廣之

法 然上 人伝絵 と霊験図 米倉 迫夫

八幡大菩薩御縁起と八幡宮縁起 附戟一一(研究資料)宮 次男
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事 業

(2)日 本美 術年 鑑 ・昭和60年 版(昭 和62年3月 発行)

本年度 は昭和59年 の内容を もつ昭和60年 版を刊行 した。B5版,265頁 。

―1召禾lI59脅三美彷『界壬1三史

美術展覧会(現 代美術 ・西洋美術)

美術展覧会(東 洋古美術)

美術文献 日録(定 期刊行物所 戟)(現 代美 術 ・西洋美 術)

美術文献 目録(定 期刊行物所 載)(東 洋Ilゴ美術)

物故者

(3)保 存 科 学

所属研究員に よる 文化財 の保存と修復 に関す る科学的調 梶,研 究,受 託研 究報告算

の論文,報 告及 び修復処 置概 報等 を掲 載 してい る、,イ`年度は第26号 を発行 した。

保存科学 第25号(昭 和63年3月 発 行)

文化財保存修理 論(試論)鈴 木 友也

顔 料彩 色層(胡 粉,黄 量Jの粉状側落 の防il:処置に ついて 樋 口清治 ・岡部昌子

エ ミシオグラフィによる紛馬の澗 査 三浦定俊 ・神庭僧 幸

赤色色素の変退色 見城 敏 子

筑波山 占墳出 上鉄製晶 のβ商の安定 化処理に関する研究(受託研究 報告 第58号)

瀞木 繁夫

紙質類 文化財の保frに 関す る微 生物学的研究(第5報)新 井 英夫

鎌倉時 代漆芸技法資料1補 遺 中里 寿克

〔報告〕 斜光 照明装 置 増 川 勝彦

防虫防徽額縁 について(〕°・報)森 八郎

第11回IIC大 会に参加 して 西浦 忠螂

砂漠地帯 ・温帯における轡堕)さ術の保 存:そ の術諮築

∫.ブ リュネ ・P.ヴ ィダル ・J.ヴ ーヴェ ・三浦定俊(訳)

イク ロム作成 のキー ワー ド 伊藤 延 男
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出 版

(4)国 際研 究 集会 プ ロシ ーデ ィソグス

ThegthInternationalSymposiumontheConservationandRestorationof

CulturalProperty‐TheTrainingofSpecialistsinVariousFieldsRelatedto

CulturalProperties‐(1986)

「各 種 文 化 財 に 関 す る 専 門 家 の 養 成 」をh題 と した,所 長 担 当 の 国 際 研 究 集 会(60.11.

18～11.21)の プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス(英 文)を 刊 行 した 。 今 回 は,博 物 館 等 に お け る 文 化

財 保 存 の 技 術 者,各 種 文 化 財 の 修 復 技 術 者 の 養 成 な らび に 伝 統 芸 能 の 後 継 者 の 養 成 に

関 連 した 内 容 を 取 扱 っ た 。 本 プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス に は,発 表 論 文,質 疑 応 答,総 合 討

哉 な ど が 含 ま れ て い る 。 内 容 は 下 記 の と お りで あ る 。

PARTONE

SummarizingReportsontheSituationsofTraininginVariousCountries

andRegions

ColinPEARSON:ConservationTraininginAustralia

YuxinZHANG:ABriefReportsontheEducationandTrainingofCultural

RelicSpecialistsinChina

OmPrakashAGRAwAL:StatusofTraininginIndiaintheFieldsofAr-

chaeology,MuseologyandArchivalManagement

HaryatiSOEBADIO:TrainingofSpecialistsinVariouaFieldsRelatedto

CulturalProperties‐SummaryoftheSituationinIndonesia‐

NobuoI'ro:PresentConditionoftheTrainingofSpecialistsintheCon-

servationofCulturalPropertiesinJapan

TaeYoungLEE:PresentStateofConservationSpecialistTraininginthe

RepublicofKorea

JohanLODEWIJKS:TheTrainingofRestorersintheNetherlands

WannipaNASoNGK肌A:TrainingofSpecialistsoaConservationinThai・

land

CevatERDER:TrainingforConservationofCulturalPropertyisTurkey
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事 業

PARTTWO

DetailedReportsontheTrainingofSpecialistsinVariousFields

KunioFUJITA:TrainingofMuseumOfiicersintheCourseofHigher

Education

YuxinZHANG:ThePresentConditionandTrainingofMuseumSpecialists

i夏China

KyotaroNISHIKAWA:TraittittgCoursesforMuseumCuratorsandResto・

reraofArtObjects

TomoyaSUZUKI:PreservationoftheTechniquesofAppliedArtsandthe

TrainingofTheirTransmittersandRestorers

JohanLonEwtJxs:TheTrainingofRestorers

YukioENOMOTO:TrainingofTransmittersofTraditionalPerformingArts

attheNationalTheaterofJapan

HaryatiSOEBADIO:TrainingofSpecialistsinVariousFieldsRelatedto

CulturalProperties‐TheSituationinIadonesia‐

EizoINAGAKI:TrainingofArchitectsasConservatorsintheCourseof

HigherEducationinJapan

Wa面paNASoNGK肌A3Traioi駆gofSpGciali8t8inCoコ80rvationofMural

Paintings

KakichiSUZUKI:TrainingofCOnBOfVBtlonSpecialistsforCulturalProperty

Buildings

OmPrakashAGRAWAL:StatusofTrainingCoursesinConservation

YoshimichiEMOTO:TrainingofConservationScientistsintheCourseof

HigherEducationandthroughRefresherCoursesSponsoredbythe

TokyoNationalResearchInstituteofCulturalProperties

TaeYoungLEE:AProposalfortheCurriculumandSyllabusoftheScientific

PrinciplesontheTrainingofConservationSpecialists

KiyotariTSUBOI:TrainingofArchaeologistsintheCourseofHigher

EducationandthroughRefresherCoursesSponsoredbytheNaraNational
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CulturalPropertiesResearchInstitute

ColinPEARSON:TrainingintheConservationofCulturalMaterialsin

Australia

CevatERDER:ICCROMandTrainingfortheConservationofCultural

Properties

OverallDiacusaion

2.黒 田 清 輝 巡 回 展

黒川清輝の遺作の多 くを所 蔵 している本研究所 は,黒 田清輝の功績 を記念 し併せて

地方文化 の振 興に資するために,昭 和52年 度か らの事業 と して黒田清輝巡回展を年1

回地方において開催 してきた。

木年度 は特 に地元の要請によ り豊橋 市で開催 した。

会 場 豊橋 市美術博物館

会 期 昭和61年9月20日 ～10月12日

主 催 東京 国立文化財研究所 ・豊橋市美術博物館

開催 日数20日 間

入場 者数12,483人

陳列 点数 油彩 ・パ ステル58点,木 炭 デ ッサ ン50点,写 生帖17冊,書 簡3点,

日記5冊,参 考資料若干

図 録A4判 変型,114頁,原 色版8頁,単 色版74頁

3,公 開 学 術 講 座

美 術 部 ・情 報 資 料 部(第20回)

日 時 昭和61年11月29日(土)13:30～16330

会 揚 日本経済新聞社小ホール(9階)

,1M演(1)近 代 日本画 と西洋絵画融合 の歩み 美術部第二研 究室 佐藤 道信

② 日本仏画における釈迦八相 図について

美術部第一研 究室室長
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4.夏 期学術講座

芸 能 部

芸能部 にお いては,芸 能 の多角的かつ総合的な研究 に資す ることを 目的 として,例

年,夏 期4日 間 にわたる学術講座 を実施 している。会場を東京国立文化 財研究所 会議

室 とし,芸 能部員 がそれぞれ の専門 分野 にお ける研究戒果 を体系的に講ずるかたちを

とる。61年 度 は「採 り物 と芸能」とい うテ ーマ を設け,中 村茂rGl任 研究官)が担 当 し,

7刀7日 から7月10日 まで の4日 朋にわた り実施 した。受講対象は都内各 人学の大学

院 生と し,本 年度 は,早 稲 田 ・慶 応 ・明治 ・学芸 大学 ・国 、冠f大 の各大学院 生で,受

,iii者数 は14名 。 日程及 びテーマ細 目は下 記の とお りである。

7月1日(月)

1.さ さら概論

2.田 楽 芸 と さ さ ら

3.田 楽 芸 と さ さ ら

7月8日(火)

4,田 楽 芸 と さ さ ら

5.風 流 芸 と さ さ ら

6.風 流 芸 と さ さ ら

7月9日(水)

7.風 流 芸 と ささ ら

8.風 流:芸 と さ さら

9.巡 遊芸 と ささ ら

7月10日(木)

10.巡 遊 芸 と ささ ら

11.巡 遊芸 と ささ ら

12.質 疑ル占答

メぷ ら さおら

(it田 楽躍 の編 木と筋

② 川遊・の簾

(3}川 植 踊 の さ さ ら

(1}風 流 踊 をi置心 に

②n獅 ∫・1

⑧ 三 匹 獅f・II

(4)三 匹 獅J'Ⅲ

〔11大 神楽 の 簾

② 念仏聖 ・説経

(3)千 秋万歳他
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博物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

5.博 物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

近年,地 力 にお いては 博物館 ・-x術館 等の数が増 加す ると共 にその施 設が近代化 し,

くん蒸室,保 存科 学室,修 復室等の保存に関する部門や方色設設備が整備 され て,学 芸

員の うちか らこれ ら保存 部門を担当す る職員が配置 されて きている。 しか し,そ れ ら

の職 員が保存科学,技 術の知識を習得 しよ うとして も適 切な学習の場 や教 材がないの

が実情である。 そのため博物館 ・)さ術館 等の学 芸員で保 存を担当する者に対 して,文

化財 の科学的保存 にlllする端聾礎的な知識及び技 術につい て研修を行い,そ の資質 の向

上 を もっ て 文化財の保謹に資する ことを目的と し研修 会を開催 した。受講者数15名 。

日程 及び研修題 口 ・講師は下記の とお りであった。

8月18日(月)

1.開 会式 ・オ リエンテーシ ョン

2.保 存 科学概 論 保存科学部長 江本 義理

3.人 文科学 と自然科 学 所 長 伊藤 延男

8月19日(火)

4.男 海外におけ る保存制度 ・1亨門家 要請の動向 伊 藤 延 男

5.文 化財の分析化学1保 存科学部化学研究室長 馬 淵 久夫

6.文 化財の分析化"II馬 淵 久夫

8月20日(水)

7.保 存修復概論 修復技術部長 鈴木 友也

8.展 示環境1一 環境 と劣 化一 保存 科学部主任研究官 門倉 武夫

9.施 設見学 一 東京 国 骸博物館 ・資料館 ・法隆 寺館環境 コン トロール室一

門倉 武夫

8月21日(木)

10.文 化財の有機化学 一漆 ・にかわ一

保存科学部物理研究室長 見城 敏子

11.文 化財の生物劣化 一虫害と対策一

保存科学部生物 研究室長 新井 英夫
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12.実 習 一 虫 ・かび害 と対策1-

8月22日(金)

13.湿 温度 の計測 保存科学部主任研究官

14.文 化財 の照明 保存科学部'}三任研究官

15.実 習 一 光源の扱 い一

8月23日(土)

16.彩 色 材 料

8月25日(月)

17.爽wj一 くん蒸一

18.展 示 環 境II一 因 子と劣化一

19.実 習 一展 示環境一

8月26日(火)

20.衷 共の科学 修復技術部第二修復技術研究室 長

21.実 習 一 表 共一

22.金 属 文化財の保存修復修 復技 術部i:tr.研究官

8月27日(水)

23.爽 習 一温湿度機hifの補正…

8月28日(木)

24,科 学写真 のu化 財への応 川

25.爽w1一 科学写貞1--

26.爽 蓄胃 一不;}学写真1【-

8月29日(金)

27.爽 習 一科学写真 皿一

28.文 化財の修復 と合成樹脂 修復技 術部第三修復技術研究%ミ長

29.実 習 一合成樹 脂一

8月30日(土)

30.レ ポー ト作成 ・閉会式
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新井 英夫

三浦 定俊

石川 陵郎

石川 随郎

江本 義理

新井 英夫

見城 敏子

見城 敏子

増田 勝彦

増田 勝彦

冴木 繁夫

三浦 定俊

石川 陳郎

三浦 定俊

石川 陵郎

石川 陸郎

三浦 定俊

樋口 清治

樋口 漕治
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会 議

6.会 議

文 化 財 の 保 存 お よ び 修 復 に 関 す る 研 究 の た め の 国 際 研 究 集 会

昭 和52年 度 よ り毎 年 開 催 して い る上 記 の集 会 の本 年 度(第10回)は,「 ア ジ ア にお け る

仮 面 の 芸 能 」を テ ーマ と して,芸 能 部 の担 当 で 朋催 した。

今 回 は,仮 面 芸 能 研 究 の 視 点 を ア ジ ア 全域 に求 め,関 係 各 国 の 研 究 者 の 参 集 を仰 い

で,ア ジ アに お け る 仮 面 芸 能 の 発展 と交 流 の歴 史 をた だ す こ と を 目的 と した 。 その 具

体 的 内 容 は,各 発 表 題 目の とお りで あ る。

発 表 者 は 海 外7名,国 内9名,発 表 は3セ ッシ ョン に分 け て 以 下 の 日程 で行 われ た 。

名 称The10thlntemationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty

‐MaskedPerformancesinAsia‐

日 時 昭和61年9月30日(火)-r10月2日(木)

場 所 社 会 教 育 研 修 所

(題 名 お よ び 発 表者)

9月30日(火)

【講 演 】

1.MaskedPerformanceStudies‐TheirPresentStateandFutureIssues‐

(仮 面 芸 能 研 究 の現 状 と将 来)文 化 財 保 護 審 議 会 委 員 本 田 安 次

2.MaskedDramaEastandWest(仮 面劇 の東 と 西)

トロ ン ト大 学F・ ホ ー プ

【第1セ ッシ ョン】Demons,DeitiesandReligiousCeremonies(鬼 神 と信 仰 儀 礼)

1.AStudyofOniinMaskedPerformancesatJapaneseBuddhistCeremo-

vialOccasions(日 本 の仏 教 行 臨 に見 られ る鬼 の 芸 能)

東 京 国 立 文化 財 研 究所 佐 藤 道 子

2.TheLivingTraditionoftheAstamatricaDance-DramaintheKathmandu

Valley,Nepal(ネ パ ール,カ トマ ン ズ盆 地 にお け る 舞 踊劇 ア ス タマ トリカ の生 き

た 伝 統)ネ パ ール,ト リブ バ ン大,,,T・D・ ジ ョシ
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3.AnOni-ALeadingCharacterofaMaskedObservance(鬼 一 仮面 行事 の

主 役)写 真 家 芳 賀 日出 男

4.MaskedFestivalandFolkloreinLadak‐WiththeMaskedDancesof

theHemisMonasteryastheCenterofDiscussion‐(ラ ダ ック に おけ る仮 面

の 祭 りと民 俗 一 ヘ ミス 寺 院 の仮 面 舞 踊 を 中心 に一)早 稲 田大 学 高 山 茂

5.VariousAspectsofDemonMasksandTheirDevelopmentasN6Masks

(鬼 神 面 の種 々相)文 化庁 文 化財 保 謹 部 田辺 三 郎 助

10月1日(水)

【第2セ ッ シ ョン】LionDances(獅 子の 卸 踊)

6.TheFunctionsofShiahi・maiinMiharu,Japan(三 券 に お け る 獅 子 卸 の機

能)民 俗芸 能 学 会Ill本Jlt子

7.AComparativeStudyofLionDancesinJ叩mandKorea‐Urayama

Shishi・maiandPukchongSazamu‐(日 韓 獅 子卸 の 」七校 研 究 一 浦 山獅 子卿 と

北 青獅 子 一)お 茶 の 水 女 子 大 学 朴x羅

8.TheLionDanceinChina‐ComparativeStudyofNorthernDanceand

SouthernDance(中 国 の獅 子卸 一 北 獅 と南 獅 の比 鮫 一)

日本 演 劇 学 会 宮尾 慈 良

9."Shishi"and"Baron"‐AHumanbiologicalApproachonTrance-

InducingAnimalMasksinAsia‐(獅 子 とバ ロ ンー ア ジア の トラン ス誘 導性 動

物 仮 面 に関 す る人 間 生 物 学 的 研 究 一)筑 波 大 学 大橋 力

【第3セ ッ シ ョン】MaskedDance-Dramas(仮 面 抑踊 劇)

10.UseoftheMaskinN6andKy6gen(能 ・狂o『にお け る仮 面 の 用 法)

東 京 国ll文 化 財 研 究 所 羽田 爬

11.DistinctiveCharacteristicsofMaskedDance・DramainThailand‐Focus-

ingo夏RolesandPerformance(タ イ に お け る仮 面 芸 能 の 特 質 一 役 割 と演技 に

焦 点 を 当 て て)タ イ,i.1;術 局 国 就卸 踊 学 校C.モ ン トリサ ー ト

12.AnEssayonBa‐ATibetanMaskedDrama‐(チ ペ ッ トの仮 面劇 『届 』試

論)チ ペ ッ ト,中 央 民 族 学 院 ル オ ソ ン トゥオ チ ー

13.TheFolkloristicBackgrouttdofKoreanMaskedDance・Drama(韓 国 の仮
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夏 期 学 術 講 座

面劇 とそ の民 俗 的 基盤)ソ ウル 大 学 李 杜1絃

14.TopenginContemporaryBali(現 代 の バ リに お け る トペ ン)

イ ン ドネ シア,国 、γ舞 踊"f校1・M・ バ ン ダ ム

10月2日(木)

1.映 両 「セ ライ ケ ラの チ ョウ」

2.質 疑 応答 ・討 論

司 会 ・昭 和 女 子大,,,後 藤 淑

」.教大学 小 西 正捷

束jk国 、Z文化財 研 究所 三隅 治雄

《参 加 者 》

文化 庁 及 び附 属 機 関 ・国 、r.劇場 ・国 、Z能楽 堂 ・国 立歴 史民 俗 博物 館職 員,諸 大 学教

官,実 技 者等124名

保 存 科 学部 ・修 復 技 術部

第15回 文 化財保 存修 復研究協議会

日 時 昭和61年10月1611

会 場 東京 国立文化財研究所 会議室

主 題 近代 の文化財 にお ける保存修復の諸問題

近年,明 治期 に作られ た 文化財の指定件数が多 くなる とともにそれ らの修復 に

ついて様 々な問題 が起 きている。 この協議会 はそれ らの問題点 を整理す るととも

に今後 の対応 策について研 究協議を行った。

発 表課題,発 表 者

(11近 代建 築保存 修理 の問 題点

文化庁 文化財保護部建造物課文化財 主任調査官 伊原 恵司

文化財 建造物 保存技術 協会 山形県旧県会議事堂修理 事務所 長 木村 勉

② 金唐革模造壁 紙の復 原と修理の問題点

東京国1fvr1化財研究所修復技術部第二修復技 術研究室長 増田 勝 彦

(3)民 俗資料藁 製品の保存 修復 の諸問題 千葉大学工学 部助教授 宮崎 清

(4)近 代 日本画 の保存 の実際 東 墨k国立博物館学芸 部美術課建築i".lt'細 野 正r
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㈲ 油絵の保存修復について 創形美術学校修復研究所長 歌田 眞介

(6}近 代彫刻の保存について 一東京芸術大学芸術資料館所蔵品を主として一

東京芸術大学芸術資料館助手 福田 徳樹

昭 和61年 度文 化 財 の保 存 に 関 す る懇 談 会

日 時 昭和62年2月19日(木)

場 所 東京国立 文化財研 究所会議室

この会礒は,文 化財 の保存及 び修復 に関 し,当 研究所 と文化庁側 との意 見交換 の揚

と して調査研究が円滑に推進され,ま た,文 化財保護事叢が効果的な運憎 をもたらす

ことを目的 として,文 化庁の担 当官 の幽席 を求めて懇談 してい る。今 年度 は,文 化財

保護 部長及び文化財鑑 査官を始め,伝 統 文化課,芸 術工 芸課及び処造物課 の担当官が

出席 した。

当研究所か ら1:に イく年度における各部の 訓査研究の成果 を報告 し,次 年度の調査研

究計画 の説 明を行 った。 また,文 化庁側か ら文化財 のデータペ ースに ついての基木 問

題,電 嬰文 化財荒神谷遺跡川・1一の銅 剣の保存,そ の他の悶 題に ついて質疑 応答があっ

た。

7.国 際 ・国 内交 流

(1)職 員の国際交流

所 長

1,伊 藤所1<は,本 年度 も引き統きイ クロム(ロ ーマ国際 文化財保存 センター)日 木代

表 として,第20回 イ クロム財政 ・計両委 員会,第401"iイ クロム理事会及 び第14回 イ

ク ロム総会出席のため,昭 和61年5月1Hよ り101-1までイタ リア国 に出張 した。

2.ユ ネス コ,イ クロム及びノール ウェイ技術研究所 「木造文化財保存技術国際,研 究

コースもおけ る購議汲びポール ・ゲテ ィ文化財傑荏研究所 セ儲の保存技術討論会出

席 のため 昭和61年6月30「1よ り7月11口 まで ノール ウェイ及 びアメ リカ合衆国 に出

‐s2‐
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国際 ・国内交流

かけた。

3.文 化庁訪中団一行と して,「敦煙 文化財 傑存修復 について」現地関係者 との協議及

び討歳のため,中 華人民共 和国に昭和61年1月9i1よ り11月20日 まで出張 した。

美 術 部

1.第 一研究室長関 口正之は,文 部省在外研究 員と して昭和61年8月1日 より10月8

日まで,ア メ リカ 合衆国,イ ギ リス,フ ランス,西 ドイツにおいて,欧 米所 在 日本

仏教絵画の調査研究を行った。

2.第 二研究室長三輪英夫は,「林 忠正宛 書簡の研究」の ため昭和61年9月19日 よ り10

月3日 まで,フ ランス,西 ドイ ツ,イ ギ リスにお いて,関 連資料の調査 ・収集 を行

った。

芸 能 部

三隅治雄芸能部長は,国 際交流 基金 による東南 アジアへ の沖縄芸能派遣事業 に講 師

として帯同 し,昭 和61年6月26日 から7月12日 まで,イ ン ドネ シア及びマ レーシアの

各地で講演 を行った。

また,昭 和62年2月23日 か ら2月25日 まで,ソ ウル市 の大韓民国国立音楽院 にお い

て,韓 国伝統芸能の学修状況を調査 し,伝 統芸能の保存 ・継承のあ り方についての意

見交換 を行 った。

保 存 科 学 部

1.馬 淵 久夫化学研究室長は,フ ランス文化省 の招請を受け,エ クス ・アン ・プロ ヴ

ァンスで開催 された歴史的オル ガン修復会議 にお ける講演 と美術館 の展示環境調 査

の ため,昭 和61年6月20日 から7A2日 まで フランス国を訪 れた。

2,新 井英夫生物研究室長は,中 華民 国国立故宮博物院,台 北市立美術館,台 南市政

府の 招請 を受 け,昭 和61年7月23日 から8月9日 まで,台 湾省において文化財の 生

物劣 化とその防除法に関 し講演 と実演及び生物被害調査を行った。さらに,米 国 ゲ

テ ィ保存科学研究所 か らエジプ トのネ フェル タ リ王妃墓壁画の保存 のため の総合調

査における生物 部門の分担 を要請 され,昭 和61年9月8日 から13日 までカイ ロ及 び
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事 業

ル クソールでの第1回 の会合 と現 地調査に参 加 した。

3.江 本義理保存科 学部長 は,敦 煙文化財保存 修復 につい て関係者 との協 議及 び現地

討議のため,昭 和61年11月9E=1か ら11月20日 まで中華人民共和国の北京,蘭 州,敦

煙,西 安を訪れ た。

修 復 技 術 部

1,西 浦忠輝主任研究官は,昭 和61年9月5日 から10月31」 まで,フ ランス,ベ ル ギ

ー,西 ドイ ツ,チ ェコスロバ キア,イ タ リヤ,韓 国を訪れ,石 造 文化財の保存 に関

す る調査 を行い,あ わせ てボ ローニ ャ(イタ リヤ)で開かれた第11回IIC大 会に出

席 して研究発表を 行った。

2.瀞 木繁夫主任研究官は,昭 和61年4月9日 から4月25日 まで,中 国北 泉におい て

UNESCO主 催で 開 催され た「アジア地区 文物傑 存技術討論会」に参加 して日本にお

ける出土青銅遺物 の保存について研究発表 した。その後1鰯(,⊥ 海等 を訪れ中凶 に

おける金属文化財 の保 存について澗査 した。 昭和62年2刀5日 か ら7月16日 まで,

文 化庁か らICCROM(ロ ーマil∫,国際 文化酎 保存センター)へ研修の ために派遣 さ

れた。

情 報 資料 部

1.写 真 資料 研究室 畏鶴 田武 良は,ド 記 につき中国に出張 及び研修旅行 を行った。

昭和61年5月9日 よ り5月25日 まで,香 港中文大学1:催 中 国現 代絵 画 シンポジ ウ

ム並 びに嶺 南派研 究セ ミナーに出席。

昭和61年IOtJ1811よ り11月4日 まで,台 湾,香 港 にお いて,近 代中 国絵画 の洲 査

研究 を行 い,u中 国 芸術の文 人伝統"シ ンポジ ウムに出席 した。

昭和61年11刀91iよ り111120fIま で,北 泉,蘭 州,敦 煽,西 安 にお いて,敦 煽 文

化財 保存修 復について関 係者 との 協哉及び現 地討 罎を行 った。

昭和61年12月18日 よ り昭和62年1月1011ま で,北 京 ・中央萸術学院 において,同

学院所蔵 民国期展 覧会資料 の澗査 を行 った。

2.文 献資料研究室 長米倉辿 夫及び穿貞 資料研究室鈴木廣 之研 究員は,「林 忠正宛書 簡

の研究」のため,昭 和61年9月19日 から10月3日 まで,フ ランス,西 ドイ ツ,イ ギ リ
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国際 ・国 内交流

スにおいて関連資料の調査,収 集を行った。

(2)海 外研 究者 の来 訪

S.61.4.1^-S.62.3.31

月 日

4.21

5.15

5.27

6.1?

8.12

9.2

9.4

9.22

国 ㎜ 名i

チ ェ コ ス ロバ キ ア

ア

フ

中

イ

メ

華

カリ

ンピリ

国民

ス リ ラ ン カ

フ ラ ン ス

中 華 人 民 共 和 国

ガ 一 ナ

所 風 ・ 氏 名

典 術作品修復研究所

プラハ化学技術研究所

所長 ユ リ ・ツェ リンガー

ウェル ズ リー ・カ レッジ哲学科教授

1.ス タ ッドラー

国立歴史研究所保存研究部

M.B.N.マ ロニラ

中華民 国古蹟 考察団

劉 立 民

陳 逸 成

王 月 鏡

鄭 茂 川

李 賢 祥

董 新 詮

黄 峰 雄

文化省次官補

A.ク ナワル デナ

フ ランス博物館群研究所

M.ラ ビオラ

中国文物 保護科学研究所視察団

楊 占 廷

唐 徳 満

李 義

呉 鐘 琉

王 純 忠

臣 東 梅

苑 耀 邦

情報省

1.A.シ デ ィッグ
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事 業

月 日 「 国 名1所 属 ・ 氏 名

10.20 ア メ リ カ マ サ チ ュ ーセ ッ ツエ科 大学

S.ウ ェ ンデ ル ケ ム

10.21 中 華人 民 共和 国 中国歴史博物館

宋 曼

醇 青 平

中国博物館

傳 汰

通 訳

黄 禺 生

11.29 ボ リ ビ ア 国立考占学協会会長

C.S.ウ ル ク ソ ー

1.29 ト ル コ アンカラ大学考古学科 主任教 授

ク トゥ ル ・エ ム レ

3.20 中 華 人民 共和 国 「中国新彊文物展」代衷団

柴 桂 銘

韓 翔

王 経 奎

沙 比 提

1.23 台 湾 国 東京大学客員研究員

洪 文 雄
1

(3)招 へい研 究員

昭和53年 度 よ り招へ い研究員 の制度が。股け られ,本 年度 は国外6名,国 内4名 の研

究員に研究が委 嘱され,下 記 のよ うに共同研究が行われた。

1)フ ランク ・ホフ(カ ナダ ・トロン ト大学敦授)

共 同研究課題 東洋 ・西洋の仮面劇の此較研究

研 究 代 表 者 芸能 部長 三隅 治雄

委 嘱 期 間61年9月2611～10刀1311

2)ク=z一 ト・アイナール ・ラール セン(ノ ール ウェイエ学 研究所教授)

共 同研究課題 日欧 木造 古延築の比較研究

研 究 代 表 者 所 長 伊藤 延男
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国際 ・国内交流

委 嘱 期 間62年1刀20日N2月8日

3)郎 紹君(中 国芸術研 究院美 術研究所研究員)

ll同 研究課題 近 代にお ける 日中美術交流

研 究 代 表 者 情 報資料 部写 真資料研究室長 鶴 田 武良

委 嘱 坦j間62句 三2月26日N3/J18「1

4)ペ ル ・ミカェル ・ラールセ ン(デンマーク王 、1`図書館修復担 当官)

共同研究課題 紙 聾 文化財 の修復技 術に関す る研究

研 究 代 表 仔 修 復枝術 部第 二修復技術研究室長 増川 勝彦

委 嘱 期 間62年2月611^-2112611

5)金 正 基(韓国前文化財研究所長)

共同研究誤題 日韓 両国 にお ける建造物,記 念物 の比較研 究

研 究 代 表 者 所長 伊藤 延男

倭 嘱 期 間62年3月9口"3月14口

6)全 明郁(大韓民 国文 化公報部国 立国楽院掌楽課演奏 員)

共 同研究課題 韓国 と 日本の伝統芸能保存組織 のあ り方 の比較研究

研 究 代 表 者 芸能部長 三隅 治雄

委 嘱 期 間62年3月23日 ～3月28f1

7)毛 利 伊知郎(三 重県 立美術館学芸員)

共同研究課題 美術史関係情報の相互利用 に関す る研究

研 究 代 表 者 情報資料部文献資料 研究室長 米倉 迫夫

委 嘱 期 間62年1月12日 ～1月31日

8)吉 原 忠雄(堺 市博物館主任研究官)

共 同研究課題 十六羅漢図の研究

研 究 代 表 者 美術部長 柳 澤 孝

委 嘱 期 間62年1月26日 ～2月21口

9)沢 田 正昭(奈 良国立文化財研 究所K化 財 セ ンタ ー遺物処理研究室長)

共同研究課題 非破壊 的螢光X線 分析の測定技術 の検討

研 究 代 表 者 保存科 学部長 江本 竣理

委 嘱 期 間62年3月9日 ～3月14f1
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国 際

10)垣 内 幸夫(宮 城教育大学教育学部助 教授)

共同研究課題 安原 コ レクシ ョンに基づ く邦楽 レコー ド変遷史 の研究

研 究 代 表 者 芸能部音楽舞踊研究室長 蒲生 郷昭

委 嘱 期 間62年3月16日 ～3月24日
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V.研 究施 設 ・設 備

1.蔵 書

美 術 関 係 図 書

目本 ・東 洋 占美術,目 本近(C・ 現 代美 術,西洋美 術の 全般 にわ たる研究11}を中心に,

関 連図 誉,各 種叢 喬,辞 典類など和漢i取38,286),洋 駅4,007),計42,293冊 のほか,

各都道 府県 市町村教育委 員会編 集の 文化財関 係報告膚,美 術関係雑誌,紀 要類,売 立

目録,展 覧会 目録などを所蔵 し,所 内及び所外 の研究者の利用に供 している。

芸 能 関 係 図 書

雅楽 ・瀞事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席 芸,そ の他わが国 の

伝統芸能 の研究に必要 な図 書7,722冊 を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎 新報 ・歌舞伎(第

1次)・ テ ア トロ(第1次)・ 新劇 ・.f:/,i・民俗芸術 ・日本民 俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・

旅 と伝 説な どの雑誌,そ れに声明 本 ・謡 本 ・難 子手付本 ・丸本 などの台本 ・譜本 も収

築 して いる。

保 存 科 学 ・修 復 技 術 関 係 図 書

占来 の伝 統的生産 及びL芸 技 術占,技 術史,又 は数少ないそれ らの科 学的究 明を試

み た もの,修 理 工事報告書 及び化学 ・物理学 ・生物 学部門の保 存科学に関連 ある和洋

i「Fを合 わせ て2,638冊 を所蔵 している。

本年度 にお ける収害 数と総計は次表の とお りである。

美 術 関 係
区 分

和酬 洋 書

61年 度339冊10冊

総 数38,286〃4,007〃

芸 能 関 係

和Lr書

保存科学 ・修
復技術関係

和灘1洋 書

17冊4冊42冊

7,650〃72〃1,614〃

16冊

1,024〃

副

428冊

52,653〃
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研究施 設 ・設備

2.資 料

美 術 関係 資 料

実物 よ りの直接撮影 を主 に した写真資料の作成整理 と,購 入写真,複 写写真による

補足整備 に加えて,印 刷物 中の図版 を もお さあ るとい う方式で,当 研究所設 立当初よ

り一貫 して力を注いできた写真 資料 を有す る。それ らは 日奉東洋古美術,日 本近代 ・

現代美術,西 洋美術の全域 にわた り,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建 築簿の諸

部門に及ぶ。特 別大型の ものか ら小型の もの まで総数凡そ26万 点,原 板保有量はほぼ

3分 の1に あた り,別 にマイ クロ ・フ ィルム255巻 があ る。写真資料 のほか,拓 本,

作家伝記資料,落 款 印章 資料,近 代 ・現 代作家 ・団体 ・作品資料,資 料 スクラ ップ等

と,図 書 カー ド,図 版カ ー ド,各 租索引類など多数。

芸 能 関 係 資 料

レコー ド・録 音テープ ・写真(8ミ リ ・16ミリシネを含 む)等 による芸能資料 を数多

くそなえてい る。 レコー ドには,毎 年各製作 会社か ら発売 され る伝統芸能関係 レコー

ドのほか,昭 和35年 度文蔀 省機関研究費によって購入 した安原 コ レクシ ョン レコー ド

5,450枚 が含 まれ ている、,安原 コ レクシ 日ンは,明 治 ・大iE・ 昭和三代}こわたって発

売 され た各種邦楽 レコー ドを網羅 した もので,近 代にお ける邦楽 の実態 と変遷を知 る

上 で貴重 な資料 である。蝕 音テ ープ及び写真 は雅楽 ・能 ・歌卸 俊 ・邦楽 ・邦 卸 ・寺院

行事 ・民 俗,_・u能その 他の伝統 芸能 を対鍛に記 録 してきた もの で,奏 演法 の解 析を中心

とした写 真 ・テープ,あ るいは各租文書の記録写真尊 も含んでいる。種 別に よる所蔵

数は次の とお りである。

区 引レコ濃 謙 謝 評 誹 三う
昭和6・i35枚15・ 州3困 ・木1・ 本118本

一 一7
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資 卜*

3.黒 田記念 室

無田記念 室は,本 研究所 の創 立者帝 国美術院長子爵 故黒 田清輝の功績を記念す るた

めに設け られた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・齋 描 ・写生帖等 を収蔵 している。

創 、乞当時北 として黒田家から寄 贈され た もの は,油 絵125点,素 描170点,写 生帖等

であ るが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,川 中良 氏等か らの寄贈が加わ った。収蔵

品の ヒなる もの は,「知 ・感 ・情 」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少 女」・「もるる口影」・

「温室花壇」などであ る。

4.閲 覧 室

本 研究所情 報資料 部の図書写真 及び各種研究資料は,主 として研究者 ・学者 ・美術

関係専攻の学生等の利用 に供 している。年間の閲覧者数は,約390名 である。
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V1.関 係 法 規

◎文部舗 櫛 抄(耀59藷6。叢拶 鎌 政126)

第2章 文 化庁

第3節 施 設等機 関

(施設等機関)

第108条 文化 庁長官の所 轄の下 に,姻 ヒ庁 に国.r.国請研究所 を置 く。

2.前 項に定 める もののほか,娼 ヒ庁 に次の施1411{　J機関 を置 く。

国立博物館

国立近fl'X術 館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国 立文化財研 究所)

第114条 国 立 文化財研究所 は,u化 財 に関す る調査研究,資 料の作成及びその公1<

を行 う機関 とす る。

2.国 、k文化財研究所 には,x所 を置 くことができる。

3.国 立文化財研究所 及びそのK所 の名称位 置及び内詔1組織 は,文 部省令で定める。

(研究 施設の指定)

第115条 国立国語研究所 及び国 、ア娼 ヒ財研究所は,法 第5条 第37号 に規定す る政 令

で定 める研究施設 とす る,、

◎ 文部 撒 置 法施 行 規 則 抄(昭 和22fドu部 宵令第2号最終改 」r昭60文 令5 ,文 令14,文 令28)

箪5章 文化 庁の施 設等機関

第4節 国11/.化 財 研究所

第1款 名 称及び位置

(名称及び位置)

一?2一
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関 係 法 規

鋪116条 の9国 立文化財 研究所 の名称及 び位 置,は 次の衷に掲げ るとお りとする。

名 称 位 置

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良附 文化財研究Nrr奈 麟 奈飾

第1款 の2東3;F国 、i文化財研 究所

(所 長)

第117条 東労く国 立文化財 研究所 に,所 長を置 く。

2.所 長は,所 務 を掌理する。

(内 部組織)

第118条 東京国,r.文化財研究所に,庶 務課及び次 の五 部を概 く。

(1)美 術 部

② 芸 能 部

(3)保 存科学部

(4)修 復技術 部

⑤ 情報資料部

(庶務課 の事務)

第119条 庶務課 にお いては,次 の事務 をつか さどる。

(1)職 員の人事 に関す る事務 を処理す ること。

② 職員の福利厚生に関す る事務 を処理す ること。

{3)公 文書類の接受 及び公印の管 守その他庶務に関する こと。

(4)経 費及び収入の予算,決 算その他会計 に関する事務 を処 理す ること。

⑤ 行政財産及び物 品の管理 に関す る事筋 を処理する こと。

(6)庁 内の取締 りに関す る こと。

(7》 前各号 に掲げる もののほか,他 の所懲 に属 しない事務 を処理する こと。

(美 術部の二室及び事務)

第120条 美術部 に,第 一研究室及び第二研究室を置 く。

2.第 一研究室においては,わ が国 の1:fL,中 世及び近世の美 術並 びに東洋 美術 に関

する調査研 究を行 ない,及 びその結 果の公炎を行 な う。
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関 係 法 規

3.第 二研究室においては,わ が国 の近代 及び現代 の美術並び に西洋美術に関す る調

査研究 を行ない,及 びその結果 の公表 を行 な うとと もに黒 田記念室に関す る事筋 を

つか さどる。

(芸能部の三室及び事務)

第121条 芸能部に,演 劇 研究 室,音 楽舞踊研 究室及 び民俗芸能研究室を置 く。

2.演 劇研究室においては,演 劇 及びその保存 に関す る調査研究を行ない,並 びにそ

の結果の公表 を行 な う。

3,膏 楽舞踊研 究室においては,膏 楽及 び舞踊 並びに これ らの保存に関する調査研究

を行ない,並 びにその結果の公表 を行 な う。

4.民 俗芸能研 究霊においては,民 俗芸能 及びその保存に関す る調査 研貌を行ない,

並びにその結果 の公表を行な う。

(保存科"fの 三室及 び亭務)

第122条 保存 科学 部に,化 学研究i;,物 理研究室及び生物 研究室を1涯亡く。

2.化 学研究室 にお いては,文化財及 びそ の保イ∫に関する化学的調査研究(分 析化 学的

調査研究を含 む。)を行 ない,並 び にその結 果の公ノそを行な う。

3.物 理研 究室 におい ては,文 化財及びその保存に関する物 理学的調査研 究を行 ない,

並びにその結果の公表 を行な う。

4.生 物 研究室 におい ては,文 化財 及びその傑イ'に関す る生物学的i澗査研究 を行 ない,

並びにその結果の公表 を行な う。

(修復技術 部の三室 及び事務)

第122条 の2修 復技術部に,第 一悔復技術研究室,第 二修復技術研究窒及び第三修

復技術研究窒 を置 く。

2.第 一修復技術研究窒においては,木,漆 その他次項及び第四項 の材料 以外の もの

を材料 とする文化財の修復に関す る科学的,技 術的凋査研究を行 ない,及 びその結

果 の公表 を行な う。

3.第 二修復技術研究室においては,紙,布 又 は革を材料 とする文化財 の修 復に関す

る科学 的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公衷を行な う。

4.第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属 を材料 とする文化財の修復 に関

す る科学 的,技 術的調査研究を行 ない,及 びその紡果の公衷を行 な う。
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関 係 法 規

(情報資料 部の二室及 び事務)

第122条 の3情 報資料 部に,文 献資料研究室及び写真資料 研究室を置 く。

2.文 献資料 研究 室においては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲 げる各部 の所掌

に係 る文献 資料 その他 の資料(写 真 資料 を除 く)の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲

覧 及び調査 研究 を行 な う。

3.写 真資料 研究室においては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲 げる各部 の所掌

に係る写真 資料 の作成,収 集,整 理,保 管,公 衷,閲 覧及び調査研 究を行 な う。
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